飘燃ョン 


本装置がサポートしている内蔵タイプのオプションデバイスの増設方まやシステムが提供するを種機能の 
設を方法について説明します。 


内蔵オプションの取り付け(一120ページ） . 

システム BIOS のセ、ソトアップ ( SETUP ) 卜141ぺージ) 

リセ、ソトとクリア（->166ページ） . 

割り込みラインと I / O ポートアドレスト169ぺージ) 

RAID のコンフィグレーション（一171ページ） . 

RAID の保守と管理(一182ページ） . 


内蔵オプションの取りがけ-取り外し方法を説明 
しています。 

専用のユーティリティを使った BIOS の設を方法 
について説明しています。 

リセ、ソトする方法と内部メモリ （ CMOS ) のクリア 
方法について説明します。 

I / O ポートアドレスや割り込み設定について説明 
しています。 

本装置内蔵の八ードディスクドライブをディスク 
アレイドライブとして運用するための方まについ 
て説明します。 

ディスクアレイを構築しているシステムの管理と 
保守をするアプリケーシヨンの使用方まについて 
説明します。 
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内蔵オプションの取 D 付け 


本体に取りがけられるオプションの取り付け方法およびを意事項について記載しています。 

n-O • オプションの取り付け/取り外しはユーザー個人でも行えますび、この場合の本体およ 
び部品の破損または運用した結果の影響についてはその責任を負いかねますのでご了承 
ください。本装置について詳しく、専門的な知識を持った保守サービス会社の保守員に 
取り付け/取りがしを行わせるようお勧めします。 

• オプションおよびケーブルは辭社び指定する部品を使用してください。指定似がの部品 
を取り付けた結果起きた装置の誤動作または故障-破損についての修理は有料となりま 
す。 


安き上の注意 


安全に正しくオプションの取り付け/取り外しをするために次のを意事項を必ず守ってくだ 
さい。 





A® 

装置を安全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。人び死 
こする、または重傷を負うおそれびあります。 

• 自分で分解•修理•改造はしない 

• リチウムバッテリを取りがさない 

• プラグを差し込んだまま取り扱わない 


A 注意 


装置を安全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。义傷や 
けびなどを負うおそれや物的損害を負うおそれびありまず。詳しくは、 iii ページ 
拟降の説明をご覧ください。 

• 落下ま意 

• 装置を引き出したが態にしない 

• 中途半端に取り付けない 

• カバーをがしたまま取り付けない 

• 指を挟まない 

• 高温ま意 

AA 

A0 
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静電気が策について 


本体内部の部品は静電気に弱い電子部品で構成されています。取り付け-取り外しの際は静 
電気じよる製品の故障に十分を意してください。 

•リストストラップ(アームバンドや静電気防止手袋など)の着用 

リスト接地ストラップを手首に巻き付けてください。手に入らない場合は部品を触る前 
に崖体の塗装されていない金属表面に触れて身体に蓄積された静電気を放電します。 
また、作業中はを期的に金属表面に触れて静電気を放電するようにしてください。 

• 作業場所の確認 

-静電気防止処理が施された床、またはコンクリートの上で作業を行います。 

-カーペットなど静電気の発生しやすい場所で作業を行う場合は、静電気防止処理を 
行った上で作業を行って<ださい。 

• 作業台の使用 

静電気防止マ、ソトの上に本体を置き、その上で作業を行って<ださい。 

• 着巧 

-ウールや化学繊維でできた服を身につけて作業を行わないでください。 

-静電気防止靴を履いて作業を行ってください。 

-取り付け前に貴金属脂輪や腕輪、時計など)を外してください。 

• 部品の取り扱い 

-取り付ける部品は本体に組み込むまで静電気防止用の袋に入れておいてください。 
-を部品の緣の部分を持ち、端子や実装部品に触れないで<ださい。 

-部品を保管•運搬する場合は、静電気防止用の袋などに入れてください。 
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取り付け/取 0 かしの準備 


部品の取り付け/取り外しの作業をする前に準備をします。 

n-O • トップカバーを取りがして準備びできた後、本体を持つときに PCI ライザーを持たない 
信重身 でください。 



• 電源コードを本体か5取りがした後、約己秒ほど待ってか5作業を続けてください。電 
源コードを取り外してか53〜4砂ほどの間、マザーボード上の部品やリモートマネー 
ジメントカード ( RMC ) は動作を続けている場台びあります。 RMC の動作び完全に停止 
してか5作業を続けてください。 


卓上に設置している場合 

本体を卓上に設置している場合の手順について説明します。 


1. システムのシャットダウン処理をするか POWER スイッチを押して本体の電源を OFF(POWER ラ 
ンプ消な）じする。 



POWER スイ、ソチ 


2. 本体(こ接続しているすべてのケーブルおよび電源コードを取りかす。 
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3. 背面のネジをゆるめる。 


ネジ 



4. トップ カバーを 取りかす。 

くぼみの部分(こ指をかけてスライドさせ 
てか6持ち上げて < ださい。 


背面 



前面 
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トップカバーを 取り付けるときは、 トップカバーに ある フックと 本体の フレーム にある穴を 
あわせてていねいに本体に置いた後、前面へ向けてスライドさせてください。 



トップカバーの取り付け後、背面のネジで本体に固定します。 

■- ネジが締めづらいときはトップカバーを本体に軽く押し付けながら締めてくださし、。 


























ラックに設置している場合 


本体をラックに設置している場合の手順について説明します。ラックからの取りかしは1人 
でちできますが、なるベ<複数をで行うことをお勧めします。 



A ミ主意 


AQ 

装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。义傷や 
けびなどを負うおそれや物的損害を負うおそれがありまず。詳しくは、 iii ページ 
似降の説明をご覧ください。 

• 落下ま意 

• 装置を引き出したが態にしない 

• カバーをがしたまま取り付けない 

• 指を挟まない 


1. フ□ントベセルを取りがけている場合はフ□ントベセルを取りかすに章参照)。 

2 . 2章を参照して本体をラックか6取り外し、じょうぶで平6な机の上(こ置く。 


iwO^m 

I 本体を引き出したまま放置しないでください。必ずラックか5取りがしてください。 

3. 背面のネジをゆるめる （123 ページの手順3参照）。 

4. トップ カバーを 取り外す。 

くぼみの部分(こ指をかけてスライドさせてか6持ち上げてください （123 ページの手順4参照)。 
トップカバーを取りがけるときは、前ページを参照して取り付けてください。 
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取り付け/取 0 かしの手順 


次の手順に従つて部品の取りがけ/取り外しをします。 


八ードディスクドライブ 

本体には、最大2台の八ードディスクドライブを搭載することができます。 


ディスクベイ2 
2台目の八ードディスク 
ドライブ用 


デイスクベイ1 
1台目の八ードディスク 
ドライブ用 


本体前面 



本体背面 


上面図 


標準装備の八ードディスクドライブはシリアル ATA を採用した 80 G 目の容量を持っていま 


す。 

n-O • 體社で指定していない八ードディスクドライブを使用しないでください。サードパー 
ティの八ードディスクドライブなどを取り付けると、 J \- ドディスクドライブだけでな 
く本体び故障するおそれびあります。お買い求めの際は「N81己 0-204(80GB • 
7200 rpm . SATA2)」 を指定してください。 

• 他のインターフエースを持つ八ードディスクドライブを搭載ずることはできません。 

• 単体ドライブとして2台の八ードディスクドライブを搭載して使用ずることはできませ 
ん。標準装備の A— ドディスクドライブに A— ドディスクドライブを追力日ずる場合は、2 
台の A— ドディスクドライブでディスクアレイを構築して運用しまず (RAim)。RAID を 
構築ずるためには BIOS の rSATA RAID Enable」 のパラメータを 「Disabled」 か5 
「Enabled」 に変更してください。 


また、標準装備の八ードディスクドライブの初期化などを行うため、増設の前に大切な 
データのバックアツプを必ず行つてください。 
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取り付け 

次に示す手順で八ードディスクドライブを取り付けます。 

■: ここではディスクベイ1への取り付け手順を図で示していますがディスクベイ2への取り付 

けも同様の手順で行います。 


1. 八ードディスクドライブ内の大切なデータのバックアップをとる。 

バックアップについては4章を参照してください。 

2. 122ページを参照して準備をする。 

3. ディスクベイに八ードディスクドライブを搭載している場合は、八ードディスクドライブ(こ接続 
しているケーブルをすべて取りかす。 


4. ディスクベイを固定しているネジ2本を 
外す。 



己.ディスクベイを取り外す。 

八ードディスクドライブが取り付け6れ 
ているディスクベイを取り外すときは落 
とさないように十分にミ主意してくださ 
い。 
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I チェック I 

A - ドディスクドライブとディスクベイの向きじついて図を参照して確認してください。また 
八ードディスクドライブとディスクベイにあるネジ穴が合っていることも確認してください。 




ネジは本装置に添付のネジを使用してください。 

このネジは特殊ネジです。八ードディスクドライブを増設ずる際、このネジび必要となります 
ので、使用していないネジは大切に保管してください。 
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8. ティスクベイをしっかりと持ち、本体の 
フ、ソクに個）をディスクベイの穴に通し 
て置き、前面へスライドさせる。 



9. 手順 3 で外したネジでディスクベイを固 
定する。 



I チェック I 

ディスクベイの取りがけの際に電源ケーブルなどを挟んでいないことを確認してください。 


10. 電源ケーブルとインターフェースケーブ 
ルを接続する。 



W-OI 


電源ケーブルのコネクタにケーブルキャップび取り付け 5 れている場合は、取りがしてくださ 
い。また、取りがしたケーブルキャップは大切に保管しておいてください。 
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マザーボード 

• 電源ケーブルはインタフェースケーブルの下を通るようにケーブリングしてください。 

11. 手順2と逆の手順で本体を組み立てる。 

12 . 目 IOS セットアップユーティリティを起動して、目 IOS か6八ードディスクドライブが正しく認識 
されていることを確認する （ 144ページ参照）。 

13. <2台の八ードディスクドライブを RAID ドライブとして運用する場合> 

「システム目 IOS のセットアップ」を参照して SATA RAID の設定を有効にし、手順14に進む。 

< RAID を構築している八ードディスクドライブのうちのどち6かを交換した場合> 

「 RAID の〕ンフィグレーシヨン」を参照してディスクアレイの再構築（リビルド）を行う（この場合 
は U 上で手順は完了です）。 

14. 171ページの 「 RAID のコンフィグレーシヨン」を参照して RAID 1のディスクアレイドライブを作成 
する。 

1 己.システムの再セットアップをする。 

詳し < は3章を参照して < ださい。 

1 巨.バックアップをとっていたデータをリストアする。 

バックアップをとっていた場合はリストアしてください。詳しくは4章を参照してください。 




I チェック I 

• 接続するコネクタを確認してください。マザーボード上の rSATAI 」 コネクタ(こ接続した 
ケーブルはディスクベイ1(こ取り付けた八ードディスクへ、に ATA 2」 コネクタに接続した 
ケーブルはディスクベイ2(こ取り付けた八ードディスクドライブへ接続します。 



□ 


1_ □国旧 


田田 田田 
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取り外し 

次に示す手順で八ードディスクドライブを取り外します。 


—含 • ハードディスクドライブ内のデータについて 

取りがした八ードディスクドライブに保存されている大切なデータ(例えば顧客情報や 
企業の経理情報など)び第兰者へ漏洩ずることのないようにお客様の責任において確実 
に処分してください。 

Windows の口’ミ箱を空にする」操作やオペレーティングシステムの口才ーマッりコ 
マンドでは見た目は消去されたよラに見えまずび、実際のデータは八ードディスクドラ 
イブに書き込まれたままの状態にあります。完全に消去されていないデータは、特殊な 
ソフトウエアにより復元され、予期せめ用途に転用されるおそれびありまず。 

このようなトラブルを回避ずるために市販の消去用ソフトウエア(有償)またはサービス 
(有償)を利用し、確実にデータを処分ずることを強くお勧めしまず。データの消去につ 
いての詳細は、お買い求めの販売店または保守サービス会社にお問い合わせください。 

• 電源ケーブルを取りがすときは、次の注意を守ってください。 

-ケーブルをねじ5ない。 

-ケーブル部分を持って引っ張5ない。 

-コネクタ部分を持ってまっすぐに引き巧く。 

• ディスクベイ2に取り付けていた八ードディスクドライブを取り外したまま使用ずる場 
合は、接続していた電源ケーブルのコネクタにケーブルキャップをつけてください。 
ケーブルキャップは出荷時に電源ケーブルに取り付け5れていたものです(または付属 
品として添付されている場台もありまず)。 


1. 122ページを参照して準備をする。 

2 . へー ドディスクドライブ(こ接続しているケーブルをすべて取りかす。 

3. 「取り付け」の手順4〜7を参照してディスクベイを取り外す。 

4. 「取り付け」の手順8〜9を参照して八ードディスクドライブを取り外す。 

已.八ードディスクドライブをを換する場合は、八ードディスクドライブをディスクベイに取り付け 


巨. 「取り付け」の手順8〜10を参照してディスクベイを取りがけ、ケーブルを接続する。 

7. 手順2と逆の手順で本体を組み立てる。 

8 . ディスクアレイを構築している場合はリビルドなどの必要な作業を行う。 

詳しくは191ぺージを参照してください。 
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DIMM 

DIMMCDual Inline Memory Module ) は、本体のマザーボード上の DIMM ソケツトじ取り付 
けます。 

マザーボード上には DIMM を取り付けるソケツトが4個あります。 

メモリは最大 3. 1 G 巨まで増設できます。 



• DIMM は大変静電気に弱い電子部品です。本体の金属フレーム部分などに触れて身体の 
静電気を逃びしてか 5 DIMM を取り扱ってください。また、ボードの端子部分や部品を 
素手で触ったり、 DIMM を直接机の上に置いたりしないでください。静電気に関ずる説 
明は121ページで詳しく説明していまず。 


• 轉社で指定していない DIMM を使用しないでください。ヴードパーテイの DIMM などを 
取り付けると、 DIMM だけでなく本体び故障するおそれびあります。また、これ5の製 
品び原因となった故障や破損についての修理は保証期間中でも有料となります。 


また、本装置ではメモリの Dual Channel メモリモードをサポートしています。 

Dual Channel メモリモードで動作させるとメモリのデータ転送速度が2倍となります。 
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DIMM の増設順序 

DIMM は 、 Dual Channel メモリモードを使用する場合と使用しない場合で増設順序や増設単 
位が異なります。 

♦ Dual Channel メモリモードを使用しない場合 

増設単位および増設順唐に制限はありません。 

• Dual Channel メモリモードを使用する場合 

次の条件を守ってください。 

- 2枚単位で取りがけてください。 

-取り付ける2枚のメモリは同じ容量で同じ仕様のものを使ってください。 

-取りがけるス□、ソトはス□ット1と3、または2と4を一組としてくださしバ使用する 
組に順唐はありません)。 

次に搭載例を示します。 


搭載例 

Dual Channel 
メモ U モード 

スロット！ 

ス□ット2 

ス□ット 3 

ス□ット 4 

例1 

動作する 

512 MB 
DIMM (標準） 

(未搭載） 

512 MB 

DIMM 

(未搭載） 

例2 

動作する 

512 MB 
DIMM (標準） 

1 GB 

DIMM 

512 MB 

DIMM 

1 GB 

DIMM 

例3 

動作しない 

512 MB 
DIMM (標準） 

1 GB 

DIMM 

512 MB 

DIMM 

(未搭載） 

例4 

動作しない 

512 MB 
DIMM (標準） 

1 GB 

DIMM 

(未搭載） 

1 GB 

DIMM 


取り付け 

次の手順に従って DIMM を取りがけます。 

1. 122 ページを参照して準備をする。 

2. 取り付ける DIMM ソケットの両端じある 
レバーを左ちじ広げ、 DIMM をソケット 
(こまっすぐ押し 3 A む。 


キース□、ソト 

丰一 

DIMM の向きに注意してください。 DIMM の端子側(こは誤挿入を防止するための切り欠きがあり 
ます。 

DIMM が DIMM ソケット(こ差し込まれるとレバーが自動的(こ閉じます。 
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3. 手順 1 で取り外した部品を取り付ける。 


I チェック I 

エアダクトを取り付ける際に次の点を確認してください。 

• マザーボード上のコネクタやピン、電子部品(こぶつかっていないこと。 

• 電源ユニット側にある電源ケーブルがエアダクトの上に配置されていないこと。 

4. DianaScope を使って管理 PC か6、本装置の目10 S セットアップユーティリティを起動して 
「Advanced」 メニューの 「Memory Configuration」 で増設した DIMM が目10 S か6認識されている 
こと（画面(こ表示されていること）を確認する （1 日2ページ参照)。 

「DianaScope」 (こついては EXPRESS 目 UILDER(SE) CD-ROM 内のオンラインドキュメントを参照 
してください。 

己. 「Advanced」 メニューの 「Reset Configuration Data」 を 「Yes」 (こする。 

八ードウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは1日1ページをご覧ください。 

目.目 I0S セットアップユーティリティの設定を保存して終了する。 

7. DianaScope を終了する。 
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取り外し 

次の手順に従って DIMM を取り外します。 

^ • 故障した DIMM を取り外す場合は、 POST や ESMPRO で表示されるエラーメッセージを 

確認して、取り付けている DIMM ソケットを確認してください。 

• DIMM は最低1枚搭載されていないと装置は動作しません。 


1 . 122ページを参照して準備をする。 

2. 取り外す DIMM のソケットの両側じある 
レバーを左ちにひろげる。 

□ックが解除され DIMM を取り外せま 
す。 



3. 手順1で取りかした部品を取り付ける。 

4. DianaScope を使って管理 PC か6、本装置の BIOS セットアップユーティリティを起動して 
「Advanced」 メニューの 「Memory Configuration」 で増設した DIMM が目10 S か6認識されている 
こと（画面に表示されていること）を確認する （1 日2ページ参照）。 

「DianaScope」 (こついては EXPRESS 目 ULDER(SE) CD-ROM 内のオンラインドキュメントを参照 
してください。 

己. 「Advanced」 メニューの 「Reset Configuration Data」 を 「Yes」 にする。 

八ードウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは151ぺージをご覧ください。 

巨.故障した DIMM をを換した場合は、 「Advanced」 メニューの 「Memory Configuration」 で、 
「Memory Retest」 を 「Yes」 にして再起動する。 

エラー情報をクリアするためです。詳しくは1日2ページをご覧ください。 

7. BIOS セットアップユーティリティの設定を保存して終了する。 

8 . DianaScope を終了する。 
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PCI ボード 


本体のマザーボード上にはライザーカードが搭載されています。ライザーカードじは 、 PCI 
ボードを取りがけることのできるス□、ソトが1個と PCI - X ボードを取り付けることのできる 
ス□、ソトが1個あります。 

n-O PCI ボードやライザーカードは大変静電気に弱い電子部品です。本体の金属フレーム部分な 
どに触れて身体の静電気を逃びしてか5ボードを取り扱ってください。また、 PCI ボードお 
よびライザーカードの端子部分やボードに実装されている部品の信号ピンに触れたり、 PCI 
ボードおよびライザカードを直接机の上に置いたりしないでください。静電気に関ずる説明 
は121ページで詳しく説明しています。 


ライザーカード 






ス□ット（バス A ) 





PCIe#l 

PCI - X #2 


型名 

部品名 

PCI ス□ツト性能 

x 8 レーン 

巨 4 bit / 巨巨 MHz 

備考 

ス□ツトサイズ 

Low Profile 

Full Height 



PCI ボードタイプ 

x 8 ソケット 

3.3 V 




搭載可能なボードタイプ 

MD 2 

シヨート 


N 8104 -103 

1000 BASE-T 接続ボード 
(64 bit /133 MHz PCI - X ) 

- 

〇 

いずれか1枚のみ 

N 8104 -1 に 

1000 BASE-SX 接続ボード 
(64 bit /133 MHz PCI - X ) 

- 

〇 


〇搭載可能 

* 各カードの機能詳細についてはテクニカルガイドを参照ください。 

* 同ーバス内に異なるカードを実装した場合は低い方の周波数で動作します。 

* 製品名のカツコ内に記載されたカード性能とはカード自身が持つ最高動作性能です。 

* 本体 PCI ス□、ソトよりも PCI 力ードのほうが動作性能が高い場合は、本体 PCI ス□、ソト性能で動作します。 


n-O オプション NIC(eth2) を正常に増設ずるために、オプション N にを増設した状態でのシス 
テムのセットアップび必要となりまず。オプション N にを後か5増設した際にはバックアッ 
プ CD-ROM を用いて再セットアップを行ってください。再セットアップの詳細については 
8目ページをご覧ください。 




















取り付け 

次の手順に従って PCI ボードス□、ソトにボードを取り付けます。 

II ^ PCI ボードを取り付けるときは、ボードの接続部の形状と PCI ボードス □、ソ トのコネクタ形 
ェック I 状が合っていることを確認してください。 

I n-O 本装置に取り付けることのできる PCI ボードはシヨートタイプのみです。□ングタイプ(フ 
nra ルレングス）は取り付けることびできません。 


1 . 122ページを参照して準備をする。 

2 . ライザーカードの両端を持ってまっすぐ 
持ち上げて本体か6取りクトす。 





設ス □、ソ トカバーを取り外す。 



ド I 


I 取りがした増設ス□ットカバーは、大切に保管しておいてください。 
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4. ライザーカードに PCI ボードを取り付け 
る。 


ライザーカードのス□、ソト部分と PCI 
ボードの端子部分を合わせて、確実に差 
しジ^みます。 



w-Oi^ 

• ライザーカードや PCI ボードの端子部分およびボードに実装されている電子部品の信号ピン 
には触れないでください。ミちれや油び付いた状態で取り付けると誤動作の原因となりまず。 

• うまくボードを取り付け5れないときは、ボードをいったん取りがしてか5取り付け直して 
ください。ボードに過度の力を加えると PCI ボードやライザーカードを破損ずるおそれびあ 
りますのでま意してください。 


IチェックI 

PCI ボードのブラケツトの端が、ライザーカードのフレーム穴に差し} A まれていることを確認し 
てください。 

己. PCI ボードを手順3で外したネジで固定する。 











目.ライザーカードをマザーボードのス□、ソ 
卜に接続する。 

ライザーカードの端す部分とマザーボー 
ド上のス□、ソト部分を合わせて、確実に 
差し 3A みます。 


I チェック I 

差し 3A む際にライザーカードのフレームにある、屋体フレームに引っかけるためのツメが正し 
く勘合していることを確認してください。また、差し込んだ後、図のようじライザーカードの 
フレームを指で押し、ライザーカードの端子部分が完全に見えなくなるまで押し} A んでくださ 
い。 

7. 取りかした部品を取り付ける。 

8 . 本体の電源を ON にして POST の画面でエラーメ、ソセージが表示されていないことを確認する。 
POST のエラーメッセージの詳細については208ページを参照してください。 

9. DianaScope を使って本装置の BIOS セットアップユーティリティを起動して、 「Advanced」 メ 
ニューの 「Reset Configuration Data」 を 「Yes」 にする。 

八ードウェアの構成情報を更新するためです。詳しくは151ページをご覧ください。また、必要 
に応じて搭載したボードが持つオプション ROM の展開をするかどうかを確認してください。 

DianaScope (こつい口ま EXPRESS 目 ULDER(SE) CD-ROM 内のオンラインドキュメントを参照し 
てください。 
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取り外し 


ボードの取り外しは、取り付けの逆の手順を行ってください。 

ボードをしっかりと持って取り外してください。また、取り外しの際に本体が動かないよう 
別の人に本体を押さえてもらいながら取り外しを行ってください。 

n-O PCU □ットに搭載したオプションの LAN ボードに接続したケーブルを巧くときは、コネ 
クタのツメび手では押しにくくなっているため、マイナスドライバなどを使用してツメを巧 
して巧いてください。その際に、マイナスドライバなどび LAN ポートやその他のポートを 
破損しないよう十分に注意してください。 

ボードを取り外したまま運用する場合は、ライザーカードに取りがけられていた増設ス□、ソ 
トカバーを必ず取り付けてください。増設ス □、ソ トカバーはネジで固定してください。 

I n-O ボードの取りがしや交換.取り付けス□ットの変更をした場台は、 DianaScope を使って 
本装置の BIOS セットアップユーティリティを起動して、 「 Advanced 」 メニューの 「Reset 
Configuration Data 」 を 「 Yes 」 にして、八ードウエアの構成情報を更新してください。 







システム BIOS のセットアップ ( SETUP ) 

Basic Input Output System ( BIOS ) の設定方まじついて説明します。 

導入時やオプションの増設/取り外し時にはここで説明する内容をよく理解して、正しく設をしてくださ 
い。 



SETUP はハードウェアの基本設ををするためのユーティリティツールです。このユーティ 
リティは本体内のフラッシュメモリに標準でインストールされているため、専用のユーティ 
リテイなどがな< てち実行できます。 


SETUP で設定される内容は、化荷時に最も標準で最適な状態に設をしていますのでほとん 
どの場合において SETUP を使用する必要はありませんが、この後に説明するような場合な 
ど必要に応じて使用してください。 

n-O • SETUP の操作は、システム管理者(アドミニストレータ）び行ってください。 

• SETUP では、パスワードを設定ずることびできまず。パスワードには、 
rSupervisor 」 と 「 User 」 の2つのレベルびあります。 「 Supervisor 」 レベルのパスワー 
ドで SETUP にアクセスした場合、すべての項目の変更びできます。 「 Supervisor 」 の 
パスワードび設定されている場合、 「 User 」 レベルのパスワードでは、設定内容を変更 
できる項目び限5れまず。 

• 0 S (オペレーティングシステム）をインス I ルする前にパスワードを設定しないでく 
ださい。 

• SETUP ユーティリティは、最新のバージヨンびインストールされています。このため 
設定画面び本書で説明している内容と異なる場合びあります。設定項目については、才 
ンラインヘルプを参照ずるか、保守サービス会社に問い台わせてください。 
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起動と操作には 「 DianaScope 」 をインストールしたコンピュータ僧理 PC ) が必要です。詳し 
くは EXPRESSBUILDER ( SE ) CD - ROM 内のオンラインドキュメントを参照してください。 
本体の電源を ON じすると管理 PC のディスプレイ装置の画面に POST (Power On Se げ - Test ) 
の実行内容が表示されます。 「 NEC 」 □ゴが表示された場合は、 < Esc > 羊一を押してくださ 
い。 

しばら<すると、次のメッセージが画面左下に表示されます。 


Press <F2 > to enter SETUP or Press <F12> to boot from Network 


ここでく F 2> 羊一を押すと、 SETUP が起動して Main メニユー画面を表示します。 

前に SETUP を起動してパスワードを設定している場合は、パスワードを入力する画面が 
表示されます。パスワードを入力してください。 


Enter password：[ ] 

パスワードの入力は、3回まで行えます。3回とも誤ったパスワードを入力すると、本装置は 
動作を停止します（これより先の操作を行えません)。電源を OFF にしてください。 

パスワードには、 「 Supervisor 」 と 「 User 」 の2種類のパスワードがあります。 「 Superoisor 」 で 
1^^ は、 SETUP でのすベての設をの状態を確認したり、それらを変更したりすることができま 
' -^ す。 「 User 」 では、確認できる設をや、変更できる設をに制限があります。 
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キーと画面の説明 


管理 PC の羊ーボード上の次の车一を使って SETUP を操作します（羊一の機能については、 
画面下じも表示されています）。 

ゾ現在表示しているメニューを示す 

サブメニューが 
あることを示す 


キーの機能説明 パラメータ（選択すると文字が反転する） 

□ カーソル丰一 （ t 、 い 

画面に表示されている項目を選択します。文字の表示が反転している項目が現在選択さ 
れています。 

□ カーソルキー（^、一） 

Main や Advanced 、 Security 、 Server 、 Boot 、 Exit などのメニューを選択します。 

□ <一>车 一/く 十 >キー 

選択している項目の値(パラメータ）を変更します。サブメニュー頒目の前に「►」がつい 
ているもの）を選択している場合、この羊一は無効です。 

□ く Enter 〉 羊一 

選択したパラメータのまをを行うときに押します。 

□ < Esc > 车一 

ひとつ前の画面に戻ります。押し続けると忙 xit 」 メニューに進みます。 
n <F レ丰一 

SETUP の操作でわからないことがあったときはこの羊一を押してください。 SETUP の 
操作についてのヘルプ画面が表示されます。 < Esc > 车一を押すと、元の画面に戻りま 
す。 

□ < F 9> キー 

現在表示している項目のパラメータをデフォルトのパラメータに戻します她荷時のパラ 
メータと異なる場合があります）。 

n <ド 1 〇>车一 

設をしたパラメータを保存して SETUP を終了します。 


Phoenix cME FirstBIOS Pro Seti 
Server 



’ ► System Management 


Item SpeciTic Help 


Additional setup menu to 
view server managment 

► Console Redirection 

► Event Log Configuration 

Assert NMI on SERR : 

[EnabLed] 

features- 

Post Error Pause : 

[EnabLed] 


AC-LINK : 

[Last State] 


r Power On Delay Time : 

: 03 


BMC IRQ : 

[11] 


FRB-2 Policy : 

[Retry 3 Times] 


Boot Monitor : 

: Disabled ： 


Boot monitor Policy : 

[Retry 3 Times] 


ThermaL Sensor : 

[EnabLed] 


Platform Event FiLtering 

: CEnabLed ] 、 



オンライン 

ヘルプ 

ウインドウ 


FI 

Esc 


Help 

Exit 


Select Item 
Select Menu 


Chan み ^ Values 
Select 、 Sub-Menu 


F9 

F10 


Setup Defaults 
Save and Exit 
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設定例 


次にソフトウエアと連携した機能や、システムとして運用するときじ必要となる機能の設定 
例を示します。 


日付-時間の設定 


日付や時間の設定は、オペレーティングシステム上でもできます。 

rMain 」 一 ！" System Time 」 （時刻の設定:） 
rMain 」 一 ！" System Date 」 （日がの設定） 



「 ESMPRO / ServerMana 呂目りを使ってネットワーク経由で本体の電源を制御する 

rAdvancedJ-^rAdvanced Chipset Control 」 一 「Wake On LAN/PME 」 一 「 Enabled 」 
r Server 」 一 r AC-LINK 」 一 r StayOffJ 


八ードディスクドライブ関連 


A - ドディスクドライブの状態を確認する 

rMain 」 一 「Primary IDE Master/Primary IDE Slave 」 一表示を磕認する 

シリアル ATA 八ードディスクドライブで RAID を組む 

「 Advanced 」 一「 1/0 Device Configuration 」 一 「SATA Controller Mode Option 」 一 
rEnhanced 」 H~SATA RAID Enable 」 一 「 Enabled 」 一再 起動後、 RAID の〕ン フィグレーシヨ 
ンをする （ 155 ページ参照） 

I n-O 「Load Setup 0百す日リ11:」やじ1\/103クリアを行った場合は^：、ず、に nabled 」 に設定を戻して 
ください。初期値 (「 Disabled 」) のまま起動するとハードディスクドライブのデータび壊れ 
る場合びあります。 


UPS 関連 


UPS と電源連動させる 

- UPS から電源が供給されたら常に電源を ON させる 


["Server 」 一 「 AC-LINK 」 一 「Power On 」 

- UPS から電源が供給されても電源を OFF のままにする 


「 Server 」 一 r AC-LINK 」 一 r StayOffJ 
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起動関連 


本体に接続している起動デバイスの順番を変える 

rBoot」-> 起動順唐を設定する 

POST の実行内容を表示する 

「 Advanced 」 一 「 Boot-time Diagnostic Screen 」 イ Enabled 」 

「 NEC □ ゴ」の表示中にく ESC> 羊一を押しても表示させることができます。 

コンソール端末か！5制御する 

「 ServerJ^rConsole Redirection 」 一それぞれの設定をする 


メモリ関連 


搭載しているメモリ （ DIMM ) の状態を確認する 

「 Advanced 」 一 「Memory Configuration 」 一表示を磕認する 

画面に表示されている DIMM グループとマザーボード上のソケットの位置は下図のように対 
応しています。 



メモリ （ DIMM ) のエラー情報をクリアする 

「 Advanced 」 一 「Memory Configuration 」 一 「Memory Retest 」 イ Yes 」 一 
<Enter>+ 一-^再起動するとクリアされる 

メモリ （ DIMM ) の詳細テストを実行する 

rAdvanced 」 一 「Memory Configuration 」 一 「Extended RAM Step 」 一「 1MB 」 一再起動する 
と詳細テストを実行する 
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CPU 関連 


搭載している CPU の状態を確認する 

rMain 」 一 「Advanced Processor Options 」 一 「 Processor 1 CPUID 」 一表示を確認する 

CPU のエラー情報をクリァする 

「 Main 」 一 「Processor Settings 」 一 「Processor Retest 」 一 「 Yes 」 一再起動するとクリアされ 
る 


キーボー ド関連 


Numlock を設定する 

「 AdvancedJ^rNumLock J-^r Off ( 起動時に無効 ) /On ( 起動時に有効)」 


イベント□グ関連 


イベント□グをクリアする 

「 Server 」 一 「Event Log Configuration 」 一 「Clear All Event Logs 」 一 <£ がげ > キ—— ^ 再起動 
するとクリアされる 


セキュリティ関連 


BIOS レベルでのパスワードを設定する 

["Security 」 一 ！" Set Supervisor Password 」 ーパスワードを入力する 

「 Security 」 一 ！" Set User Password 」 ーパスワードを入力する 

管理者パスワード （ Supervisor ） 、ユーザーパスワード （ User ） の順に設定します。 


外付け周辺機器関連 


外付け周辺機器に巧する設定をする 

rAdvanced 」 一 n/0 Device Configuration 」 一それぞれの機器じ対して設定をする 


内蔵機器関連 


オプションの PCI ボード上の ROM の展開を有効にする。 

「 Advanced 」 一 「PCI Configuration 」 一 「PCI Slot n Option ROM(n : ス □ 、ソト番号)」一 
「 Enabled 」 

八ードウエアの構成情報をクリアする（内蔵機器の取り付け/取り外しの後） 

「 Advanced 」 一 「Reset Configuration Data 」 一 「 Yes 」 
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設定内容のセーブ関連 


n-O 本体標準装備の HostRAID を使用してシリアル ATA 八ードディスクドライブをディスクア 
レイで使用している場台は必ず、 「 Advanced 」 メニュ—►「1/0 Device Configuration 」 
-►rSATA Controller Mode Option 」-* TEnhanced」-*TSATA RAID Enable 」 を 
「 Enabled 」 に設定してください。初期値 (「 Disabled 」) のまま起動するとハードディスクド 
ライブのデータび壊れる場合びありまず。 

BIOS の設定内容を保存して終了する 

「 Exit 」 一 「Exit Saving Changes 」 

変更した BIOS の設定を破棄して終了 

「 Exit 」 一 「Exit Discarding Changes 」 

BIOS の設定をデフォルトの設定に戻す 

「 Exit 」 イ Load Setup Defaults 」 

変更した BIOS の設定を破棄する 

「 Exit 」 イ Discard Changes 」 

現在の設定内容を保存する 

「 Exit 」 一 「Save Changes 」 
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パラメー タと説明 


SETUP には大きく 6 種類のメニューがあります。 

• Main メニュ ー 

• Advanc 目 d メニュ ー 

• Security メニュ _ 

• Server メニュー 
参 Boot メニュ ー 

参 Exit メニュ ー 

このメニューの中からサブメニューを選択することによって、さらに詳細な機能の設定がで 
きます。次に画面に表示されるメニュー別に設定できる機能やパラメータ、化荷時の設をを 
説明をします。 


Main 

SETUP を起動すると、はじめに Main メニューが表示されます。項目の前に「」がついている 
メニューは、選択して <Ente 「 > 羊一を押すとサブメニューが表示されます。 


Advan 


Phoenix cME FirstBIOS Pro Setup Utility 



System Time : 

皿 18:58] 

Item Specific Help 


System Date : 

[05/23/2005] 


Legacy Diskette A : 

： 1-44/1-25 MB 3 ン 2 II] 

<Tab>, く Shift - Tab>, or 

<Enter> selects field- 

Legacy Diskette B : 

: Disabled ： 


Hard Disk Pre-DeLay : 

: Disabled ： 


► Primary IDE Master 

[250GB SATA1 ： 


^ Primary IDE Slave 

[None] 


► IDE Secondary/Master 

[CD-ROM] 


► IDE Secondary/SLave ParaLLeLATA 

[None] 


► Serial ATA Channel 0 Master 

[None] 


► Serial ATA Channel 1 Master 

[None] 


► Advanced Processor Options 



Language : 

[English (US)] 



F1 Help t i Select Item - / + Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^--► Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


Main メニューの画面上で設をできる項目とその機能を示します。 
項目については次ページの表を参照してください。 
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項目 

パラメータ 

説明 

bystem Time 

HH:MM:SS 

時刻の設定をします。 

System Date 

MM/DD/YYYY 

曰がの設定をします。 

Legacy Diskette A 

Disabled 

フ□、ソピーディスクドライブ（標準装 


360 Kb 51/4" 

1.2 MB 51/4" 

720 Kb 31/2" 

[ 1.44/ 1.2 己 M 目 31/2"] 
2.88 MB 31/2" 

倩）の設定をします。 

Legacy Diskette B 

[Disabled] 

本装置には2台目のフ□、ソピーディスクド 


360 Kb 己 1/4 

ライブはありません。化荷時の設定のま 


1.2 MB 51/4 

720 Kb 31/2 

1.44/1.25MB 31/2 

2.88 MB 31/2 

まにしておいてください。 

Hard Disk Pre-Delay 

[Disabled] 

POST 中(こ初めて内蔵の DE 八ードディス 


3 Seconds 

クドライブ(こアクセスする際(こ八ードデ 


6 Seconds 

ィスクドライブの準備のための待ち時間 


9 Seconds 

12 Seconds 

15 Seconds 

21 Seconds 

30 Seconds 

を設定します。 

Primary IDE Master 

— 

それぞれのチャネルじ接続されているデ 

Primary IDE Slave 


バイスのタイプを表示します。 

IDE Secondary/Master 


シリアル ATA に八ードディスクドライブ 

IDE Secondary/Slave 


を1台のみ接続した場合、デバイスの情報 

Serial AT A Channel 0 


は Primary IDE のエリアに表示されます。 

Master 


一部設定を変更できる項目があります 

Serial AT A Channel 1 


が、化荷時の設定のまま(こしておいて< 

Master 


ださい。 

Advanced Processor 

— 

サブメニューを表示します。次ページを 

Options 


参照して < ださい。 

Language 

[English(US)] 

Francais 

Deutsch 

Espanol 

Italiano 

SETUP で表示する言語を選択します。 


[]: 出荷時の設定 


n-O BIOS のパラメータで時刻や日付の設定び正しく設定されているか必ず確認してください。 
次の条件に当てはまる場合は、運用の前にシステム時計の確認-調整をしてください。 

• 装置の輸送後 

• 装置の保管後 

• 装置の動作を保証ずる環境条件(温度：1〇で〜3日で.湿度： 20〇/〇〜800/〇)か5がれた 
条件下で休止状態にした後 

システム時計は毎月1回程度の割合で確認してください。また、高い時刻の精度を要求する 
ようなシステムに組み込む場台は、タイムサーバ ( NTP サーバ)などを利用して運用するこ 
とをお勧めします。 

システム時計を調整しても時間の経過と共に著しい遅れや進みび生じる場合は、お買い求め 
の販売店、または保守サービス会社に保守を依頼してください。 


システムの拡張と n ンフイグレ—シヨン 
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Advanced Processor Options 


Main メニユーで 「Advanced Processor Options 」 を選択すると、下の画面が表示されま 
す。 


Phoenix cME FirstBIOS Pro Setup UtiLity 




項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Processor Retest 

[No] 

Yes 

プ □ セ、ソサの エラー 情報をクリアし、次 
回起動時にすべてのプ □ セ、ソサ(こ対して 
テストを巧います。このオプションは次 
回起動時 ( こ自動的 ( こ 「 No 」 に切り替わり 
ます。 

CPU Speed 

nnn GHz 

プ□セッサの動作周波数を表示します 
( 表示のみ）。 

Processor 1 CPUID 

数値 (OFxx) 

Disabled 

数値の場合はプ □ セッサの D を示しま 
す。 「 Disabled 」 はプ □ セ、ソサの故障を 
示します（表示のみ）。 

Processor 1 L2 Cache 

nnn KB 

プ □ セ、ソサの二次キャッシュサイズを表 
示しまで（表示のみ J 。 

Hyper-Threading 

Technology 

Disabled 

[Enabled] 

1 つの物理 CPU を 2 つの論理 CPU としてみ 
せて動作させる機能です。 Enabled (こ設定 
すると 1 つの CPU が 2 つじ見えます。 

ま： Hyper-threading Technology は、 
Hyper-threading Technology ( こ対化、 
した CPU を搭載した場合のみ表示さ 
れます 。 Windows Server 2003 タト 
の OS を使用する場合は、 [Disabled] 

に設定してください。 

No Execute Mode Mem 
Protection 

Enabled 

[Disabled] 

[^Disabled] 設定時 、 XD future flag を '' 0 "( こ 
設定します。本メニューは 、 Pentium 4 
Processor EO Stepping]:^ ( 降のプ□セツ 
サ実装時に表示されます。 


]: 化荷時の設定 



















Advanced 

力ーソルを rAdvancecU の位置に移動させると、 Advanced メニューが表示されます。 

項目の前じ「 ► 」がついているメニューは、選択して <Ente 「> キーを押すとサブメニューが表 
示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 


Item Specific Help 


► Memory Configuration 

► PCI Configuration 

► I/O Device Configuration 

► Advanced Chipset Control 

Boot-time Diagnostic Screen : [DisabLed] 

Reset Configuration Data : [No] 

NumLock : [On] 

Memory/Processor Error : [Boot] 

Multiprocessor Specification : [1-4] 


Additional setup 
menus to configure 
Memory devices. 


FI Help 
Esc Exit 


t i 


Select Item 
Select Menu 


-/ + Change Values 
Enter Select ► Sub-Menu 


F9 Setup Defaults 
F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Boot-time Diagnostic Screen 

[Disabled] 

Enabled 

起動時の自己彭断 （ POST ) の実行画面 
を表示させるか、表示させないかを設定 
します。 「 Disabled 」 に設定すると、 

POST の間、 「 NEC 」 □ゴが表示されま 
す。（ここで <Es にキーを押すと POST の 
実行画面に切り替わります。） 

Reset Configuration Data 

[No] 

Yes 

Configuration Data(POST で記憶してい 
るシステム情報）をクリアするときは 
「 Yes 」 （こ設定します。システムの起動後 
( ここのパラメータは 「 No 」 に切り替わり 
ます。 

NumLock 

[On] 

Off 

システム起動時に Numlock の有効/無効を 
設定します。 

Memory/Processor Error 

[Boot] 

Halt 

POST 中にメモリや CPU のエラーを横化 
したときに POST を中断するかどうかを 
設定します。 

Multiprocessor 

[1.4] 

マルチプ□セツサ仕様で対応するバージ 

Specification 

1.1 

ヨンを選択します。 


]: 化荷時の設定 
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Memory Configuration 


Advanced メニユーで 「Memory Configuration 」 を選択すると、 W 下の画面が表示されま 
す。 


Phoenix cME FirstBIOS Pro Setup Utility 

Advanced 



項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Installed memory 

— 

本体内蔵の基本メモリ容量を表示します 
( 表示のみ）。 

Available to OS 

— 

0S で使用可能なメモリの総容量を表示し 
ます（表示のみ）。 

Used by devices 


本体内蔵の基本メモリ容量においてをデ 
バイスにより使用されているメモリの総 
容量を表示します（表示のみ）。 

DIMM Group #1-#4 Status 

実装容量 ( 例： 512MB) 

Not Installed 

Disabled 

DIMM の状態を表示します（表示のみ）。 
「実装容量 ( 例： 512MB) 」 は DIMM が取 
り付け 6 れていて、正常であることを、 
「Not Ins ね lied 」 は DIMM が取り付け 6 れ 
ていていないことを示します。 

「 Disabled 」 は DIMM が故障しているこ 
とを示しまで。 

Memory Retest 

[No] 

Yes 

メモリ （ DIMM ) の詳細テストを実巧するか 
どうかを設定します。 

Extended RAM Step 

1MB 

[Disabled] 

拡張メモリに対するテストを実巧するか 
どうか、および実行する際のブ□、ソクサ 
イズを設定します。 


]: 化荷時の設定 




















PCI Configuration 

Advanced メニューで 「PCI Configuration 」 を選択すると、下の画面が表示されます。項 
目の前に「 ► 」がついているメニューは、選択して <£ が 6 「>车一を押すとサブメニューが表示 
されます。 


Phoenix cME FirstBIOS Pro Setup Utility 

Advanced 


PCI Configuration 

Item Specific Help 

► Embedded NIC (Gbit #1) 

PCI Slot 1Option ROM : [EnabLed] 

PCI Slot 2 Option ROM : [EnabLed] 

Additional setup menus 
to configure embedded 

VGA controLLer- 


FI Help t I Select Item - / + Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^--^ Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

PCI Slot 1Option POM 

PCI Slot 2 Option POM 

[Enabled] 

Disabled 

PCI ス □ 、ソト(こ接続されているデバイス 
( ボード）（こ搭載されている目 IOS の有 
効/無効を設定するサブメニューを表示し 
ます。オプション ROM 目 IOS を搭載し 
た LAN コント□ーラボードを使用してい 
て、このボードか 6 ネットワークブート 
をしないときは 「 Disabled 」 （こしてくだ 
さい。オプション ROM の展開を無効にす 
ること ( こより、メモリの消費を防ぎ、起 
動時間を短縮させることができます。 


[]: 化荷時の設定 


Embedded N に 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Onboard LAN Control 

Disabled 

オンボード上の LAN コント □ ーラの有効 / 


[Enabled] 

無効を設定します。 

LAN1 Option ROM Scan/ 

Disabled 

オンボード上の LAN コント □ ーラの BIOS 

LAN2 Option ROM Scan 

[Enabled] 

の展開の有効/無効を設定するサブメニュ 
一を表示します。 


[]： 化荷時の設定 
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I/O Device Configuration 


Advanced メニューで n/O Device Configuration 」 を選択すると、下の画面が表示されま 
す。 


Phoenix cME FirstBIOS Pro Setup UtiLity 

Advanced 


I/O Device Configuration 

Item Specific Help 

Serial Port A : 



Configure serial Port A 

Base I/O address 

[3F8] 


using options : 

Interrupt : 

[IRQ 4] 


: Disabled ： 

Serial Port B : 

CEnabLed] 


No configuration 

Base I/O address 

[2F8] 



Interrupt : 

[IRQ 3] 


[EnabLed] 




User configuration 

ParaLLeL port : 

CEnabLed] 



Mode : 

CBi-directionaL] 


[Auto] 

Base I/O address 

: [378] 


BIOS or OS chooses 

Interrupt : 

[IRQ 7] 


configuration 

PS/2 Mouse 

: Enabled ： | 

(OS ControLLed) 


▼ 

Displayed when 



controLLed by OS 


FI Help t I Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^--> Select Menu Enter Select ►Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 

I n-O 害 IJ り込みやべース I/O アドレスび他と重複しないようにま意してください。設定した値び他 
のリソースで使用されている場合は黄色の r* 」 び表示されます。黄色の「*」び表示されて 
し、る項目は設定し直してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Serial Port A 

Disabled 

シリアルポート A を使用するかどうかを指 


[Enabled] 

定します。 

Base I/O Adress 

[3F8] 

シリアルポート A (こ割り当てる I/O アドレ 


2F8 

スを指定します。 


3E8 



2E8 


InteiTU 内 

IRQ 3 

シリアルポート A に割り当てる割り込みを 


[IRQ 4] 

指定します。 

Serial Port B 

Disabled 

シリアルポート目を使用するかどうかを指 


[Enabled] 

定します。 

Base I/O Adress 

3F8 

シリアルポート目に割り当てる I/O アドレ 


に F8] 

スを指定します。 


3E8 



2E8 


Interrupt 

[IRQ 3] 

シリアルポート目に割り当てる割り込みを 


IRQ 4 

指定します。 

Parallel Port 

Disabled 

パラレルポートを使用するかどうかを指 


( グレイアウト） 

定します。本装置では機能しません。 

PS/2 Mouse 

Disabled 

[Enabled] 

PS/2 マウスの有効 / 無効を設定します。 

USB Controller 

Disabled 

[Enabled] 

USB 機器の有効 / 無効を設定します。 

USB 2.0 Controller 

Disabled 

[Enabled] 

USB 2.0 機器の有効 / 無効を設定します。 

























項目 

パラメータ 

説明 

Legacy USB Support 

Disabled 

[Enabled] 

US 目を正まじサポートしていない OS で 
も US 目キーボードが使用できるようじす 
るかどうかを設定します。 

Parallel ATA 

Disabled 

[Enabled] 

パラレル AT A の有効 / 無効を設定します。 

Serial ATA 

Disabled 

[Enabled] 

シリアル ATA の有効 / 無効を設定します。 

Native Mode Operation 

[Auto] 

Serial ATA 

ATA のための Native Mode を選択しま 
す。 

ま意：特定の 0S は Native Mode をサポー 
卜しておりません。 

SATA Controller Mode 

Option 

[Compatible] 

Enhanced 

Compatible mode : 

SATA および PATA ドライブは自動お化さ 
れ 、 legacy mode として認識されます。 
Enhanced mode : 

SATA および PATA ドライブは自動お化さ 
れ 、 native DE mode として認識されま 
す。 

SATA AHCI Enabled* 

[Disabled] 

Enabled 

本装置は AHCI 機能をサポートしておりま 
せん。設定を 「 Disabled 」 か 6 変更しな 
いでください。 

SATA RAID Enabled* 

[Disabled] 

Enabled 

オンボード上の SATA インタフェースを 
使った八ードディスクドライブの RAID 
( ディスクアレイ）の有効/無効を設定し 
ます。 

注意：異なる設定で SATA 八ードディス 
クドライブか 6 起動するとデ~夕 
が壊れるおそれがあります。 

ディスクアレイを利用は Bootable 
の設定を巧って < ださい。 


SATA Controller Mode Option を 「 Enhanced 」 にすることで表示されます。 

[]： 出荷時の設定 
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Advanced Chipset Control 

Advanced メニューで 「Advanced Chipset Control 」 を選択すると、 W 下の画面が表示され 
ます。項目の前に「►」がついているメニューは、選択してく£が6「>车一を押すとサブメ 
ニューが表示されます。 


Phoenix cME FirstBIOS Pro Setup Utility 

Advanced 


Advanced 

Chipset Control 

Item Specific Help 

Enable MuLtimedia Timer 

tUBD 

EnabLed/DisabLed 

MuLtimedia Timer 

Wake On LAN/PME 

CEnabLed] 

Support 1 

Wake On Ring 

[DisabLed] 


Wake On RTC Alarm 

[DisabLed] 



FI Help t I Select Item - / + Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^--> Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Enable Multimedia Timer 

[No] 

マルチメディアに対応するためのタイマ 


Yes 

一の有効 / 無効を設定します。 

Wake On LAN/PME 

Disabled 

ネットワークを介したリモートパワーオ 


[Enabled] 

ン機能の有効 / 無効を設定します。 

Wake On Ring 

[Disabled] 

シリアルポートを介したリモートパワー 


Enabled 

オン機能の有効 / 無効を設定します。 

Wake On RTC Alarm 

[Disabled] 

リアルタイムク□ックを利用したスケジ 


Enabled 

ユーリングパワーオン機能の有効/無効を 
設定します。 


]: 化荷時の設定 

















Security 

力ーソルをに ecurity 」 の位置に移動させると、 Security メニユーが表示されます。 


Phoenix cME FirstBIOS Pro Setup Utility 
Security 


User Password Is : Clear 

Supervisor Password Is : Clear 


Set User Password [Enter] 

Set Supervisor Password 


rHiTBH] 

: Disabled ： 


Password on boot : [Disabled] 

Fixed disk boot sector : CNormaL] 


Item Specific Help 


Supervisor Password 
controls access to the 
setup utiLity- 


FI Help 
Esc Exit 


Select Item 
Select Menu 


—/ + Change Values 
Enter Select ► Sub-Menu 


F9 Setup Defaults 
F10 Save and Exit 


Set Supervisor Password もしくは Set User Password のどちらかで < Ente 「> キーを押す 
とパスワードの登録/変更画面が表示されます。 

ここでパスワードの設をを行います。 


「User Password 」 は 、 「Supervisor Password 」 を設定していないと設定できませ 
ん。 

OS のインス I ル前にパスワードを設定しないでください。 

パスワードを忘れてしまった場合は、「リセットとクリア」を参照して消去してくださ 
し、。 


を項目については次ページの表を参照してください。 


システムの拡張と n ンフイグレ—シヨン 


157 












項目 

パラメータ 

説明 

User Password Is 

Clear/Set 

パスワードの設定状態を示します。 

Supervisor Password Is 

Clear/Set 

パスワードの設定状態を示します。 

Set User Password * 

8 文字までの英数字 

< Enter > キーを押すとユーザーのパスワー 
ド入力画面じなります。このパスワード 
では SETUP メニューへのアクセスが制限 
されます。 

Set Supervisor Password 

8 文字までの英数字 

< Enter > キーを押すとスーパーバイザのパ 
スワード入力画面じなります。このパス 
ワードですベての SETUP メニューにアク 
セスできます。この設定は、 SETUP を起 
動したときのパスワードの入力で 
「 Supervisor 」 で□グオンしたときのみ 
設定できます。 

Password on boot * 

[ Disabled ] 

起動時にパスワードの入力を巧う/行わな 


Enabled 

いの設定をします。先にスーパーバイザ 
のパスワードを設定する必要がありま 
す。もし、スーパーバイザのパスワード 
が設定されていて、このオプションが無 
効の場合は目 IOS はユーザーが起動してい 
ると判断します。 

Fixed disk boot sector 

[ Normal ] 

八ードディスクドライブのブートセクタ 


Write Protect 

への書き} A みを許可するか禁止するかど 
うかを設定します。 


* に et Supervisor Password 」 でパスワードを登録したときに指定できます。 


[]: 化荷時の設定 












Server 

カーソルを 「 Server 」 の位置じ移動させると、 Server メニューが表示されます。 

Server メニューで設をできる項目とその機能を示します。項目の前に「►」がついているメ 
ニューは、選択して<£が6「>车一を押すとサブメニューが表示されます。 

Phoenix cME FirstBIOS Pro Setup UtiLity 


Advan, 


► System Management 


Item Specific Help 


Additional setup menu to 
view server managment 

► Console Redirection 

► Event Log Configuration 

Assert NMI on SERR : 

[Enabled] 

features- 

Post Error Pause : 

[EnabLed] 


AC-LINK : 

[Last State] 


Power On Delay Time : 

: 0 ： 


BMC IRQ : 

[11] 


FRB-2 Policy : 

[Retry 3 Times] 


Boot Monitor : 

[Disabled] 


Boot monitor Policy : 

[Retry 3 Times] 


Thermal Sensor : 

[EnabLed] 


PLatform Event FiLtering : 

: CEnabLed] 



FI Help t I Select Item - / + Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^--> Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


を項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Assert NMI on SERR 

Disabled 

[ Enabled ] 

PCI SERR のサポートを設定します。 

Post Error Pause 

Disabled 

[ Enabled ] 

POST の実行中に エラー が発生した際 
(こ、 POST の終わりで POST をいったん停 
止するかどうか設定します。 

AC-LINK 

Stay Off 
[Last State ] 

Power On 

AC リンク機能を設定します。 AC 電源が 
再度供給されたときのシステムの電源の 
状態を設定します（下記参照）。 

Power On Delay Time 

[0] - 255 

DC 電源を ON にするディレイ時間を0秒か 
6255秒の間で設定します。 AC - LINK で 
[Last StateJ または 「Power On 」 （こ設 
定している場合に有効となります。 

BMC IRQ 

Disabled 

[11] 

目 MC 割りんなの IRQ を設定します。 

FRB -2 Policy 

Disable FRB 2 Timer 
[Retry 3 Times ] 

FR 目レベル2のタイマ(こ関する設定をしま 
す。 

Boot Monitor 

[ Disabled ] 

5 Minutes か 6 

60 Minutes の 5 分単位 

起動監視機能の有効/無効とタイムアウト 
までの時間を設定します。この機能を使 
用する場合は、 ESMPRO/ServerAgent 
をインストールしてください。 
ESMPRO / ServerAgent をインストール 
していない OS か6起動する場合には、こ 
の機能を無効にしてください。 
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項目 

パラメータ 

説明 

Boot Monitor Policy 

[Retry 3 Times ] 

Retry Service Boot 
Always Reset 

起動監視時にタイムアウトが発生した場 
合の処理を設定します。 

[Retry 3 Times ] に設定すると、タイムア 
ウトの発生後にシステムをリセット 
し、 OS 起動を3回まで試行します。 

[Retry Service Boot ] に設定すると、タイ 
ムアウト発生後(こシステムをリセット 
し、 OS 起動を3回まで試行します。その 
後、サービスパーティション*か6起動 
を3回試み、3◎とも失敗した場合は起動 
を停止します。 

[Always Reset ] (こ設定すると、タイムア 
ウト発生後に OS 起動を常に試みます。 

Thermal Sensor 

Disabled 

[ Enabled ] 

温度センサ監視機能の有効/無効を設定し 
ます。有効にすると、温度の異常をお出 
した場合に POST の終わりでいったん停 
止します。 

Platform Event Filtering 

Disabled 

[ Enabled ] 

リモートマネージメントカード （ RMC ) 

の通報機能が設定されている場合は、意 
□末を持ちません。 


[]: 化荷時の設定 


「 AC - LINK 」 の設定と本体の AC 電源が OFR こなってから再度電源が供給されたときの動作を 
次の表に示します。 


AC 電源 OFF の前の状態 

設定 

Stay Off 

Last State 

Power On 

動作中 

Off 

On 

On 

停止中 （DC 電源も0けのとき） 

Off 

Off 

On 

強制電源 OFP 

Off 

Off 

On 


POWER スイッチを4秒]: i 上押し続ける操作です。強制的(こ電源を OFF (こします。 


■I ： UPS に接続しているは 「 PowerOn 」 に設をします。また、本体の電源を OFF にした後、再び 

ON にするときは、10秒に Lb 経過してから ON になるようにスケジューリングを設をしてく 
' - ' ださい。 




















System Management 

Server メニユーで 「System Management 」 を選択し、く Enter 〉 羊一を押すと、下の画面が 
表示されます。 


Phoenix cME FirstBIOS Pro Setup Utility 
Server 


System Management 

Item Specific Help 

BIOS Version : 0N11 

856-125272-003 

Board Part Number : 123456789012 

Board Serial Number : [N 8100 -1053] 

System Part Number : 123456789 A 

System Serial Number : 856-125272-001 

Chassis Part Number : 856-123456-789 

Chassis Serial Number : 856-123456-789 

BMC Device ID : 0001 

BMC Device Revision : 0001 

BMC Firmware Revision : 0001 

SDR Revision : 00.02 

PIA Revision : 

GBIA Module Version : 

ALL items on this menu 

cannot be modified in 

user mode. If any 
items require changes. 
Please consult your 
system Supervisor. 


FI Help t i Select Item - / + Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^--> Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

BIOS Version 

— 

目10 S のバージョンを表示します（表示の 
み）。 

Board Part Number 

— 

マザーボードの部品番号を表示します 
(表示のみ）。 

Board Serial Number 

— 

マザーボードのシリアル番号を表示しま 
す（表示のみ）。 

System Part Number 

— 

本体のコードを表示します（表示の 
み）。 

System Serial Number 

— 

本体のシリアル番号を表示します（表示 
のみ）。 

Chassis Part Number 

— 

シャーシの部品番号を表示します（表示 
のみ）。 

Chassis Serial Number 

— 

シャーシのシリアル番号を表示します 
(表示のみ）。 

BMC Device ID 


BMC(Baseboard Management 

Controller ) のデバイス ID を表示します 
(表示のみ）。 

BMC Device Revision 


BMC(Baseboard Management 

Controller ) デバイスのレビジョンを表示 
します（表示のみ）。 

BMC Firmware Revision 


BMC(Baseboard Management 

Controller ) ファームウエアのレビジョン 
を表示します（表示のみ）。 

SDR Revision 

— 

SDR(Sensor Data Record ) のレビジョン 
を表示します（表示のみ）。 

PIA Revision 

— 

PIA(Platform Information Area ) のレビジ 
ョンを表示します（表示のみ）。 

GBIA Module Version 

— 

GBIA Module のバージョンを表示します 
(表示のみ）。 


システムの拡張と n ンフイグレ—シヨン 


161 


























Console Redirection 


Server メニューで 「Console Redirection 」 を選択し、 < Ente 「> 羊一を押すと、下の画面が 
表示されます。 


Phoenix cME FirstBIOS Pro Setup Utility 
Server 


Console Redirection 

Item Specific Help 

BIOS Redirection Port : 

ACPI Redirection Port : [DisabLed] 

Baud Rate : [19-2K] 

Terminal Type : [PC ANSI] 

FLOW Control : [CTS/RTS] 

Remote Console Reset : CDisabLed] 

Selects the Serial port 
to use for Console 

Redirection- 

"DisabLed" compLeteLy 
disables Console 

Redirection- 


FI Help t I Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^--Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

BIOS Redirection Port 

[ Disabled ] 

Serial Port A 

Serial Port B 

コンソール端末が接続されているシリア 
ルポートを設定します。 

ACPI Redirection Port 

[ Disabled ] 

Serial Port A 

Serial Port B 

OS 動作中に使用するコンソール端末が接 
続されているシリアルポートを設定しま 
す。 

Baud Rate 

9600 

[19.2 k ] 

38.4 k 

57.6 k 

115.2 k 

コンソール端ホとの通信速度（ボーレー 
卜）を設定します。 

Terminal Type 

[PC ANSI ] 

VT 100+ 

VT - UTF 8 

ターミナル端末の種別を選択します。 

Flow Control 

None 

XON/XOFF 

[ CTS / RTS ] 

CTS / RTS+CD 

フ□一制御の方法を設定します。 

Remote Console Reset 

[ Disabled ] 

Enabled 

コンソール端ホか6リセ、ソトコマンドの 
有効/無効を設定します。 


]: 化荷時の設定 



















EventLo 甚 Configuration 


Server メニューで 「Event Log Configuration 」 を選択し、く Ente 「> 羊一を押すと、 U 下の画 
面が表示されます。 

■: このメニューはオプションのリモートマネージメントカードを装着している場合にのみ表 

示-操作することができます。 


Phoenix cME FirstBIOS Pro Setup UtiLity 
Server 


Event Log Configuration 

Item Specific Help 

Clear ALL Event Logs : 

The system event Log 

will be cleared if 

selecting "Yes" - 


FI Help t i Select Item - / + Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^--* Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Clear all Event Log 

Enter 

< Enter > キーを押すと確認画面が表示さ 
れ、 「 Yes 」 を選ぶと保をされている 
エラー □グを初期化します。 
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Boot 


力ーソルを 「 Boot 」 の位置に移動させると、起動順位を設をする巨 oot メニユーが表示されま 
す。 


Phoenix cME FirstBIOS Pro Setup Utility 


Boot Dnonty order: 


Item Specific Help 

1 

IDE CD: FX48++W-(SM) 



2 

Legacy Floppy Drives 


Keys used to view or 

3 

IDE 0: Maxtor 6Y120M0-(S1) 


configure devices: 

4 

IDE 2: 


Up and Down arrows 

5 

IDE 3: 


select a device- 

6 

IDE 5: 


<+> and く — > moves 

7 

IDE SCSI: 


the device up or down. 

8 

IDE BEV: IBA GE SLot 0500 v1228 


く f> and <r> specifies 

Excluded from boot order: 


the device fixed or 


IDE 1: 


removabLe- 


IDE 4: 


<x> exclude or include 


USB FDC: 


the device to boot - 


USB KEY: 


く 1- 4> Loads default 


USB HDD: 1 

boot sequence- 


USB CDROM: 



USB ZIP: ▼ 



FI Help t I Select Item - / + Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^-->■ Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


システムは起動時にこのメニューで設定した順番に機器をサーチし、起動ソフトウエアを見 
つけるとそのソフトウエアで起動します。 


< t >キー/<1 >キー、<十>羊一/く一>丰一で起動デバイスの優先順位を変更できます。 

名'機器の位置へ< t >キー/く1 >车一で移動させ、<十>キー/ <— >车一で優先順位を変更でき 
ます。 

I n-O EXPRESSBUILDER ( SE ) やバックアップ CD - ROM を起動ずる場をは、上図に示す順番 
に設定してください。 














Exit 

カーソルを 「 Exit 」 の位置に移動させると、 Exit メニューが表示されます。 



このメニューのをオプションについてじ(下に説明します。 

• Exit Saving Changes 

新たに選択した内容を CMOS メモリ内に保存して SETUP を終わらせる時に、この項目を 
選択します 。 Exit Saving Changes を選択すると、磕認の画面が表示されます。ここで、 
「 Yes 」 を選ぶと新たに選択した内容を CMOS メモリ内に保存して SETUP を終了し、シス 
テムは自動的にシステムを再起動します。 

• Exit Discarding Changes 

新たに選択した内容を CMOS メモリ内に保をしないで SETUP を終わらせたい時にこの項 
目を選択します。ここで、「 N 0」を選択すると、変更した内容を保存しないで SETUP を終 
わらせ、システムは自動的にシステムを再起動します。 「 Yes 」 を選択すると変更した内 
容を CMOS メモリ内に保ちして SETUP を終了し、システムは自動的にシステムを再起動 
します。 

• Load Setup Defaults 

SETUP のすベての値をデフォルト値に戻したい時に、この項目を選択します 。 Load 
Setup Defaults を選択すると、磕認の画面が表示されます。ここで、 「 Yes 」 を選択する 
と、デフォルト値に戻ります。「 N0 」を選択すると Exit メニューの画面に戻ります。 



このオプションを実行すると、 「 Advanced 」 メニューの 「SATA RAID Enabled 」 び 
「 Disabled 」 に設定されます。 SATA 内蔵 A — ドディスクドライブをディスクアレイで使用して 
いる場合は、 SETUP を終了する前にに nabled 」 に変更し、設定内容を保存してください。設 
定を変更せずに再起動すると八ードディスクドライブのデータを壊すおそれびありまず。 

• Discard Changes 

今まで変更した内容を破棄し、 SETUP を起動するじ(前の設をに戻します。 

• Save Changes 

今まで変更した内容を保存し、 SETUP を続けます。 
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■ J セットとク IJ ア 


本装置が動作しなくなったときや BIOS で設をした内容を化荷時の設をに戻すときに参照してください。 


■ J セツ 


0 S が起動する前に動作しなくなったときは、く Ct 「 l > 羊一とく八1ゎ车一を押しながら、 
<〇6|616>车一を押してください。リセ、ソトを実行します。 

I n-O リセットは、本体の DIMM 内のメモリや処理中のデータをずべてクリアしてしまいます。 

八ングアップしたとさ ly 外でリセットをラとさは、本装置びなにち処理していないことを 
確認してください。 


強制電源 OFF 


OS からシャツトダウンできなくなったときや、 POWER スイ、ソチを押しても電源を OFF にで 
きなくなったとき、リセ、ソトが機能しないときなどに使用します。 

本体の POWER スイ、ソチを4秒ほど押し続けてください。電源が強制的に OFF になります。 
履源を再び ON じするときは、電源 OFF から約10秒ほど待ってから電源を ON にしてくださ 
い。） 

I n-O リモートパワーオン機能を使用している場台は、一度、電源を ON にし直して、 0 S を起動 
させ、正常な方法で電源を OFF にしてください。 
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マザーボード 


次にクリアする方法を示します。 


CMOS メモリ•パスワードのクリア 


CMOS メモリに保存されている内容をクリアする場合は本体内部のコンフィグレーシヨン 
ジャンパスイ、ソチを操作して巧います。 

n-O • CMOS メモリの内容をクリアずると BIOS セットアップユーティリティの設定内容びす 
ベてデフォルトの設定に戻ります。 

• その他のジャンパの設定は変更しないでください。装置の故障や誤動作の原因となりま 
ず。 

• CMOS メモリの内容をクリアずると 、 BIOS SETUP ユーティリティの 「 Advanced 」 
メニューの rSATA RAID Enabled 」 び 「 Disabled 」 に設定されます。 SATA 内蔵八一 
ドディスクドライブをディスクアレイで使用している場台は、 CMOS メモリのクリア 
後 、 BIOS SETUP ユーティリティを起動して、上記設定を rEnabled 」 に変更し、設定 
内容を保存してください。設定を変更せずに起動ずると八ードディスクドライブのデー 
夕を壊すおそれびあります。 





AA 

A® 
( g ) 戀 

装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。人び死 
こする、または重傷を負うおそれびあります。詳しくは、 m ページ ly 降の説明を 
ご覧ください。 

• 自分で分解•修理•改造はしない 

• リチウムバッテリを取りがさない 

• プラグを差し込んだまま取り扱わない 


W0 


1□图图 


置 01111 置0田園 


-。■。三 

困田 


ア 

U 

ク 
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A ミ主意 


装置を安全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。义傷や 
けびなどを負うおそれや物的損害を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ 
降の説明をご覧ください。 


A 座 

A0 


• 中途半端に取り付けない 
• カバーをがしたまま取り付けない 
• 落下ま意 

• 装置を引を出した状態にしない 
• 指を挟まない 
• 高温ま意 

• ラックび不安定な状態でデバイスをラックか5引を出さない 
• 複数台のデバイスをラックか5引を出した状態にしない 


n-O 本体内部の部品は大変静電気に弱い電子部品です。本体の金属フレーム部分などに触れて身 
体の静電気を逃がしてか5取り扱ってください。内部の部品や部品の端子部分を素手で触5 
ないでください。静電気に関する説明は121ぺージで詳しく説明していまず。 


1. 122ページを参照して準備をする。 

2 . ジャンパスイッチの設定を r 保持」かクリア」に変更する。 



• 本体のジャンパピン 2-3 に付いているクリップを使用してください。 

• クリップをなくさないようま意してください。 

3. 3秒ほど待ってジャンパスイッチの設定を元(こ戻す。 

4. 本体を元どおりに組み立てて POWER スイ、ソチを押す。 

己. POST 中(こ < F 2> キーを押して BIOS セットアップユーティリティを起動して設定し直す。 

SATA 内蔵八ードディスクドライブをディスクアレイで使用している場合は 、 BIOS SETUP 
ユー ティリテイの 「 Advanced 」 メニ ューの n /0 Device Configuration 」 一に ATA Controller 
Mode Option 」 を 「 Enhanced 」 にして表示される !" SATA RAID Enabled 」 が 「 Enabled 」 になって 
いることを必ず確認してください。 「 Disabled 」 のまま起動すると八ードディスクドライブの 
データを壊すおそれがあります。 



















割り込みラインと I / O ポートアドレス 

割り込みラインや I / O ポートアドレスは、化荷時に次のようじ割り当てられています。オプションを増設す 
るときなどに参考にしてください。 

• 割り込みライン 

出)荷時では、次のように割り当てられています。 


IRQ 

周辺機器（コント□ーラ） 

IRQ 

周辺機器（コント□ーラ） 

0 

システムタイマ 

8 

リアルタイムク□ック 

1 

キーボード 

9 

PCI 

2 

カスケード接続 

10 

PCI 

3 

COM 目シリアルポート 

11 

PCI/BMCIRQ 

4 

COM A シリアルポート 

12 

マウス 

5 

PCI 

13 

数値演算プ□セ、ソサ 

6 

フ□、ソピーディスク 

14 

プライマリ DE 

7 

PCI 

15 

セカンダリ IDE 


• P 旧 Q と PCI デバイスの関係 

化荷時では 、 Auto Detect に設定:されています。 PCI ス□ットに IRQ を他のデバイスと共 
有できないボードを取り付けた場合は下表の設定例のように設定を変更して<ださい。 


メニュー項目 

割り込み 

旧 Q 設定例 

PCI IRQ 1 

LAN1 

IRQ 7 

PCI IRQ 2 

LAN2 

IRQ 7 

PCI IRQ 3 

- 

Auto Select 

PCI IRQ 4 

USB Port 1/2 

IRQ 5 

PCI IRQ 5 

PCI ス□、ソト #1 

IRQ 10 

PCI IRQ 6 

- 

Auto Select 

PCI IRQ 7 

- 

Auto Select 

PCI IRQ 8 

USB Port 3 

IRQ 己 
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• I / O ポートアドレス 


アドレス *1 

使用チップ* 吕 

00- CF 7 

DMA 1 コント□-ラ 

20-21 

割り込みコント□ーラ1 

40-43, 50-53 

タイマ1 

60 

キーボー ド/マウス 

64 

キーボー ド/マウス 

70-71 

リアルタイムク□、ソク、ノンマスカブルインターラプト 

80-8 F 

DMA 1、 DMA 2 

A 0- A 1 

割り込みコント□ーラ2 

C 0 -DF 

DMA コント□-ラ2 

F 0 -FE 

コプ□セッサエラー 

170-177 

( IDE セカンダリバス） 

1 F 0-1 F 7 

( IDE プライマリバス） 

2 F 8-2 FF 

シリアルポート2 

370-377 

(フ □、ソ ピーディスクコント□-ラ 2)、 DE コント□-ラ2 

1 CE -1 CF ，2 E 8-2 EI =， 
3 BF -3 DF 

VGA 

3 F 0-3 F 7 

フ□、ソピーディスクコント□-ラ1、 DE コント□-ラ1 

3 F 8-3 FF 

シリアルポート1 


*1 16進数で表記しています。 

*2 PCI デバイスの I / O ポートアドレスは PCI デバイスの種類や数によって任意に設定されます。 






















RAID のコンフイクレーシヨン 


ここでは本装置内蔵の八ードディスクドライブをディスクアレイドライブとして運用するための方まにつ 
いて説明します。 


ヴポートする RAID にごいて 


本装置内蔵のマザーボードにある RAID コント□ーラを使用してディスクアレイ （ RAID 1) を 
構築することができます。コント□ーラとしては RAIDO の制御も提供していますが、本製品 
として RAIDO はサポートしていません。また、保証の対象外となることがあります。必ず 
RAID 1 で構築してください。 

構築に必要となる機器はシリアル ATA ( SATA ) 八ードディスクドライブに台)のみです。 

参 RAIDO (ストライピング）[本装置では使用できません] 

2台の八ードディスクドライブに対してデータを分散して記録する方まです。この方法を 
「ストライピング」と呼びます。 2つの八ー ドディスクドライブへ処理を分散させることに 
より八ードディスクドライブ単体で使用しているときに比べディスクアクセス性能を向 
上させることができます。 


• データを2台の八ードディスクドライブに分散して記録しているためアレイを構成している 
jy - ドディスクドライブが1台でも故障するとデータの復旧はできません。 

• アレイの論理容量は、接続された八ードディスクドライブの整数倍となります。 


RAID 1(ミラーリング） 

2台の八ードディスクドライブに対して同じデータを記録する方まです。この方法を「ミ 
ラーリング」と呼びます。データを記録するときに同時に2台の八ードディスクドライブ 
に記録するため、使用中に片方の八ードディスクドライブが故障してももう片方の正常 
な八ードディスクドライブを使用してシステムダウンすることなく継続して運用するこ 
とができます。 


lEl 


• データを2台の八ードディスクドライブへ同時にリード/ライトしているため、単体ディス 
クに比べてディスクアクセス性能は劣ります。 

• アレイの論理容量は、接続された八ードディスクドライブ1台と同じとなりまず。 


八ードディスクドライブの巧り付け 


本体に2台の SATA 八ードディスクドライブを取りがけてください。取り付け手順について 
は、127ページを参照してください。 

I n-O 取り付ける2台の八ードディスクドライブは同じ容量で同じ回転速度のものを使用してくだ 
Emm さい。 
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BIOS ユーテイリテイをほ用した RAID のち効化 


RAID ドライブとして構築するためには、巨 IOS セットアップユーティリティを使用して、マ 
ザーボードの SATA コネクタに接続されている八ードディスクドライブを RAID ドライブとし 
て使用するための設をが必要となります。 

出荷時の設をでは、単ーハードディスクドライブとして使用するように設をされています。 
1^^ 本製品では、2台のハードディスクドライブをそれぞれ単体のドライブとして運用すること 
' - ' はできません。 

次の手順で BIOS セットアップユーティリティの設定を変更します。 

1 . 目10 S セットアップユーティリティを起動する。 

詳しくは、168ページを参照してください。 

2. 「 Advanced 」 メニューの n /0 Device Configuration 」 一 ["SATA Controllr Mode Option 」 を 
「 Enhanced 」 (こして表示される ["SATA RAID Enabled 」 の設定を 「 Enabled 」 に変更する。 



PhoenixBIOS Setup UtiLity 

Advanced 




Item Specific Help 

► Memory Configuration 

► PCI Configuration 

► Peripheral Configuraion 

► Advanced Chipset Control 


Additional setup 
menus to configure 

Memory devices- 

Boot-time Diagnostic Screen : 

: Disabled ： 


Reset Configuration Data : 

[No] 


NumLock : 

[0 け ] 


Memory/Processor Error : 

[Boot] 


Multiprocessor speciTication : 

： 1.4 ： j 





FI Help t i Select Item - / + Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^--> Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


3. 「 Exit 」 メニューか SrExit Saving Changes 」 を選択して、設定内容を保ちし、目 I 0 S セットアップ 
ユーティリティを終了する。 

上で完了です。設定を変更後、本装置を起動するたびに POST の画面に RAID ドライブの設 
定:および変更をするためのユーティリティ 「Array Configuration Utility ( ACU )」 の起動を促 
すメ 、ソ セージが 表示されます。 


Press <Ctrl><A> for Adaptec RAID Configuration Utility 


必要に応じてユーティリティを起動して、設定してください。詳しくはこの後の説明を参照 
してください。 
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Array Configuration Utility(ACU) を使つた RAID の構築 


ここでは、本装置を起動した後 、 POST (自己診断テスト）中に起動する 「Array 
Configuration Utility ( ACU )」 を使用した RAID の構築手順じついて説明します。 

ACU の起動方法 

次の手順に従って ACU を起動します。 

龜イグ 起動の前に 「 BIOS ユーティリティを使用した RAID の有効化」で説明している BIOS の設定変 
更を完了していることを確認してください。 

1. DianaScope をインストールした管理 PC のセットアップをする。 

本装置と通信できるセットアップが必要です。詳しくは EXPRESSBULDER ( SE ) CD - ROM 内の 
オンラインドキュメントを参照してください。 

2. 管理 PC のディスプレイ装置の画面に次のメッセージが表示された6、 < Ctrl > キーと < A > キーを押 
す。 

Press <Ctr 丄 ><A> for Adaptec RAID Conriguration Utility 

•L 回 

画面にメッセージが表示されるまでに時間がかかる場合は、本装置の電源 ON 後、 3 〜 5 秒くらぃ 
経ってから <Ctrl> キーと <A> キーを押してみてください。 

しば6くするとメインメニューが表示されます。 



RAID の構築や変更-削除をずる RAID ドライブの□—レベルフォーマットや 

ベリファイをずる 
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RAID の構築 


次の手順に従って RAID を構築します。 


n-O • しりたん RAID を構築してしまったドライブの属性(手順目降に示す設定内容)を変更 
は変更できません。フオーマットしてやり直してください。 

• RAID を構築ずる前に RAID ドライブを構成する八ードディスクドライブの物理フオー 
マットをしてください。物理フオーマットについては 「 Disk リ川け1白5の使用」（181 
ページ)を参照してください。 

• RAID を構築後、 RAID ドライブを起動ドライブとして使用するために 「 Bootable の設 
定」を参照し、必ず Bootable の設定を行つてください。 


1. ACU を起動する。 

2. キーボードの力ーソルキーで Options メニューか 6「Array Configuration Utility」 を選び、 
<Enter> キーを押す。 



3. メインメニユーか 6rCreate Array」 を選択し、 <Enter> キーを押す。 


anage Arrays 
reate Array 
dd/De Lete Hot spa re 
onfigure Drives 


4. RAID を構築する 2 台の八ードディスクドライブをリストか 6 選び、 <lnser わキーを押す。 

<lnser わキーを押すと、ち側のに elected Drives」 リスト(こ追加されます。削除したい場合は、左 
側のリストか6八ードディスクドライブを選択し、 <Delete> キーを押すと削除され、ち側のリス 
卜か6消えます。 
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•L 画 

• 本装置は、最大2台のハードディスクドライブをマザーボードの SATA コネクタに接続する 
ことができます。 RAID を構築するために必要なハードディスクドライブは2台必上です。し 
たがって、リストに表示されている2台のハードディスクドライブを選巧してください。 

• リストに表示されているハードディスクドライブ名がグレイに表示されているものは、使用 
できるディスク領域がないものか、イニシャライズされていないハードディスクドライブで 
あることを示します。 < Esc > キーを数回押してこのメニューをいったん終了して、この後の 
説明にある「ハードディスクドライブのイニシャライズ (1 80ぺージ）」を参照してくださし、。 

己. <Enter> キーを押す。 

RAID の詳細設定を巧う 「Array Pmpe け ies」 画面が表示されます。 

目. カーソルキーで RAID レベルを選択し、 <Enter> キーを 押す。 

本装置では RAID1 (ミラーリング）を選択してください。 



Array Type : RAID O(Stripe) 

RAID 1(Mirror) 
Array Label : - 

Array Size : 223.500 GB 

Stripe Size : 64KB 

Create RAID via : 


C Done 3 



7. 作成する RAID ドライブのボリュームラベルをを人力し、 <Enter> キーを押す。 


Array Properties 

Array Type : RAID 1 (Mirror) 

Array Labe し : sysraicM 

Array Size : 111.750 GB 

Stripe Size : N / A 

Create RAID via : 


[ Done ] 



8 . 「Create RAID via」 で RAID ドライブの作成方法を選択し、 <Enter> キーを押す。 


: Array Properties 

Array Type : RAID 1 (Mi rror) 

Array LabeL : svsraidi 

Array Size : 111 .750 GB 

Stripe Size : N/A 

Create RAID via : BUiLd 

Clear 

[D QuicK Init 
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「Create RAID via」 では、 RAD レベル (Array Type) との組み合わせでさまざまな RAID ドライブ 
の作成方法を指定することができます。詳細を下表に示します。 


RAID レベル 

G 广巨 at 白 

RAID via の 
選択肢 

作成方法 

RAID 1 

Build 

データが保をされている既をのドライブの内容を新規ドライ 
ブにコピーし、 RAID 1 ドライブホ作ぶ.しま寸。本装置では 
fRi lilH I ホサポー K してい ま廿ん。 

RAID 1 

Clear 

すべての内容をクリアして、新規で RAID 1 ドライブを作成し 
ます。 

RAID 1 

Quick I nit 

新規で RAID 1ドライブを即座に作成します。 


I 「 Build 」 オプションは本装置ではサポートしていません。 


• 既存の RAID ドライブに新規ドライブを追加する場合は、あ6かじめ新規ドライブ内のデー 
夕のバックアップをとっておいてください。 

• ACU を使って RAID1 ドライブの作成中、その処理を中断すると、 ACU を使って処理を再開 
させることはできません。 

• Quick hit で RAID 1ドライブを作成すると、その後の整合性チェックに onsis お ncy Check) 
で不整合を通知される場合がありますが、八ードディスクドライブの故障や RAID ドライブ 
の構築を失敗したわけではありません。ソフトウエアの指示に従って整合を取り直してくだ 
さし、 


9. 「Source Drive」 を選択して、 <En1:er> キーを押す。 


- Select Source Drive - 

00 Maxtor 6Y120M0 111.7GB 

01 Maxtor 6Y120M0 111.7GB 


10. すべての設定を完了した6、 「Done」 を選択して、 <Enter> キーを押す。 
RAID の作成処理が始まります。完了までしば6くお待ちください。 

























Bootable の設定 

1. ACU を起動する。 

詳し<は、 「 ACU の起動方法 （ 173ページ)」を参照して<ださい。 

2. キーボードの力ーソルキーで Options メニューか 6 「Array Configuration Utility 」 を選び、 
< Enter > キーを押す。 



3. メインメニューか 6 rManage Array 」 を選択し、 < Enter >+— を押す。 



4. 「List of Arrays 」 に作成されている Array が表示されるので、<ひ「1>キーと < B > キーを押し、確認 
メッセ—ジが表示されたら 「 Y 」 を選択する。 

「 Mark 目 ootable 」 が設定されます。 

己. 「 Mark 目 ootable 」 が設定されたことを確認後 、 Array Configuration Utility を終了し、本体装置 
を再起動する。 

「Mark Bootable 」 が設定されたことは 「List of Array 」 にて表示されている Array の先頭(こ「*」が表 
示されることで確認できます。 

再起動後、設定が有効になります。 
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ディスクアレイの管理 


オプションメニユーから rArray Configuration Utility 」 を選択して表示されるメインメニユ ー 
で 、 「Manage Arrays 」 を選択すると、 RAID ドライブの設を(属性)情報の磕認や RAID ドライ 
ブ(アレイ）の削除をすることができます。 



—[Manage Arrays 」 を選択後に表示される 「List of Arrays 」 画面にて Mark Bootable の 
設定を行ってください。 

Mark Bootable の設定はく Ctrl 〉 キーとく B > キーを同時に押し、その後表示される確認 
メッセージにて 「 Y 」 を選択します 。 Mark Bootable び設定されると、選択した Array の先 
頭に「*」び表示されます。 


• アレイ情報の確認 


Main Menu で 「Manage Arrays 」 を選択し、 < Ente 「> 羊一を押すとアレイを構築している 
RAID ドライブの一覧が表示されます。 


RAID ドライブを選択し、<日が6「>车一を押してください。選択した RAID ドライブに関す 
るプ□パティダイア□グボックスが表示されます。このプ□パティダイア□グボックス 
には RAID ドライブを構成している物理八ードディスクドライブの情報も含まれます。 



< Esc > 丰一を押すと1つ前の画面じ戻ります。 

























• アレイの削除 


アレイを削除ずる前に RAID ドライブ内の大切なデータをバックアップしてください。削除を実 
巧するとすベてのデータを消失します。また、消失したデータを復帰（リストア）させることは 
でをません。 

メインメニューで 「Manage Arrays 」 を選択し、く Ente 「> 羊一を押すとアレイを構築して 
いる RAID ドライブの一覧が表示されます。 W 降の削除手順をじ(下に示します。 

1. 削除する RAID ドライブを選択し、 < Delete > キーを押す。 

2. プ□パティダイア□グボックスで、 「 Delete 」 を選択し、 < Enter > キーを押す。 



削除についての警告メッセージが表示されます。 

•L 画 

表示メッセージの内容や数は RAID レベルによって異なります。 

3. 「 Yes 」 を選択する。 

アレイやパーティシヨンが削除されます。「 N 0」を選択すると1つ前の画面に戻ります。 

4. < Es にキーを押して1つ前の画面に戻る。 
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J \- ドディスクドライブのイニシャライズ 

RAID ドライブを作成するためじは八ードディスクドライブがイニシャライズされていなけ 
ればなりません(イニシャライズされていない八ードディスクドライブは、 RAID ドライブを 
構築するドライブの選択画面でリストに表示されないか、グレーアウトされて表示されま 

す)。 

n-O • イニシャライズを実行すると八ードディスクドライブ上のパーティシ ヨン テーブルを上 
書きし、データを書き込めない状態にしまず。 

• アレイとして使用していた八ードディスクドライブをイニシャライズずると、再び元の 
アレイに戻ずことはできません。 

• 起動ドライブとして使用している RAIDO ドライブを構成ずる八ードディスクドライブ 
をイニシャライズずるとシステムび起動できなくなります。 


次の手順で八ードディスクドライブをイニシャライズします。 


1. ACU を起動する。 

詳し<は、 「 ACU の起動方法 （ 173ページ)」を参照して<ださい。 

2. キーボードの力ーソルキーで Options メニューか 6 「Array Configuration Utility 」 を選び、 
< Enter > キーを押す。 



3. メインメニューか Srinitialize Drives 」 を選択し、 < Enter > キーを押す。 


|| Ma 

anage 

in Menu - 

Arrays 

reate 

Array 

dd/De Lete 

Hot spa re 

n i t i a 

L i z e 

Drives 


4. カーソルキーを使ってリストか6イニシャライズをする八ードディスクドライブを選び、 
< lnse け > キーを押す。 

己. もう一方の八ードディスクドライブを手順4と同様の手順で選択する。 

目. < Enter > キーを押す。 


7. 警告メッセージの内容を読み、イニシャライズする八ードディスクドライブを正しく選択してい 
ることを確認し、 < Y > キーを押してイニシャライズを続ける。 
























Disk Utilities の使用 

ACU を起動後に表示されるオプションメニューにある 「Disk Utilities 」 は、八ードディスクド 
ライブの□ーレベルフォーマツトやベリファイをする場合に使用するメニューです。 

1. ACU を起動する。 

詳しくは、 「 ACU の起動方法 （173 ページ)」を参照してください。 

2. キーボードの力ーソルキーで Options メニューか SrDisk Utilities 」 を選び、 < Enter > キーを押す。 




3. 目的の八ードディスクドライブを選択し、 < Enter > キーを押す。 



4. 実行したいメニューを選択し、 < Enter > キーを押す。 



— Format D に k 

直ちに対象としている八ードディスクドライブを□ーレベルでフォーマットします（ゼ□埋め 
、 A か)。 購入時の SATA 八ードディスクドライブは工場出荷時に□ーレベルでフォーマット済 
みですが、 RAID を構成する八ードディスクドライブは、 RAID を構築する前にこのオプション 
を使ってフォーマツトをしてください。 


IHi 


I W-OI 

I □—レベル フォー マットは 八ー ドディスクドライブ内のずべてのデータを消去しまず。 フォー 
I マットを実行ずる前に八ードディスクドライブ内にある大切なデータのバックアップをとつ 
I て< ださい。 

— Verify Disk Media 

八ードディスクドライブ内のメディア不良をお化します。 
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：(Adaptec Storage Manager - Browser Edition) 


Adaptec Storage Manager ™ Browser Edition ( JU 降、 「 ASMBE 」 と呼ぶ)は、本体標準装備の HostRAID 
( SATA ) を利用した RAID ドライブの保守-管理をするための Web ベースのアプリケーションであり、ブラ 
ウザでのグラフィカルな画面による操作ができます。 

■"〇 • Linux 上で ASMBE を使用する場合には、 ASMBE に同個されているブラウザ (Mozilla 

巨^ 1 .2 b ) を使用してください。 

• ASMBE のインス!ルは RAID 1 構成でシステムをセットアップした場合、自動的に 
行われまず。通常は ASMBE のインス I ル作業は不要です。 

ASM 巨 E をインストールすると、下の機能が使用できるようになります。 

• 冗長性アレイが縮退 ( Degraded ) 状態になった場合のリビルド(復旧)機能 
• アレイの整合性をチェックするための Verify 機能 

ASM 巨 E は本装置にインス!ルします。ネットワーク上の管理コンピュータから ASMBE にアクセスする 
には前記のブラウザが必要です。また、コンピュータの闇は TCP / IP を経由した通信ができるよう設をして 
いなければなりません。この TCP / IP を経由する通信では、 SHTTP または SSL をセ丰ュリティとデータ転 
送の暗号化のためじ使用しています。 


ASM 巳 E のインストール 


次の手順に従って ASMBE をインス!-ールします。インス!-ールに必要なファイルは、本装 
置に添付の r バックアップ CD - ROM 」 の]: i 下に収録されています。 

/ nec / Linux / ASMBE/Hos 诉 AID / HR _ lnstallASMBE -1.03. tar . 呂 Z 
I n-O ASMBE のインス I ルは root 権限を持ったユーザーで行ってください。 


1 . ASMBE のインストールファイル 「 HRJns ね IIASMBE - 1 .03 .ね r . gz 」 を任意のディレクトリ(こコピー 
する。 

#cp HRJnstallASM 目 E - 1 .03. tar . gz 〕 ピー先 
例 ） cp HRJns ね IIASMBE -1.03 .ね r.gz / tmp /. 

2 . コピーしたファイルを展開する。 

# cd コピー先 

例）机 ar -zxvf HRJns ね IIASM 目 E -1.03 .ね r.gz 

3. ファイル展開後、インストールコマンドを実行する。 

#./ins ね smbe 
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4. インストールの最後に下の表示が化ていることを確認する。 
Installation Complete 



インストールコマンドを実行した際に ly 下のエラーメッセージび表示され、インストールび 
失敗する場合びあります。この場合は、エラーメッセージ内に必要なパッケージび表示され 
ますので、表示されたパッケージをインス!ルしてか5、再度 ASMBE のインス!ルコ 
マンドを実行してください。 

表示メッセージ(必要なパッケージびに ZZZZZZZZZ 」 に表示されまず） 


Error : Failed dependencies : 

XXXXXXXXXX is needed by YYYYYYYYYY 
Suggested resolutions : 

zzzzzzzzzz 


ASMBE のインス I -- ルに必要なパッケージは 2 つ ly 上ある場台びあります。必要なパッケー 
ジはすべてインストールしてください。また、これ5の必要なパッケージをインストールす 
る際にも他のパッケージのインストールを要求される場合びありますので同様にインストー 
ルしてください。 

5. システムを再起動する。 


W 上で ASMBE のインストールは完了です。 
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ASMBE の起動方まや表示される画面操作方法などについて説明します。 

ASMBE の起動 

ASMBE の起動 ( ASMBE への□グオン）には、本装置にコンソールを直接接続して行う「□ — 
カル」と管理〕ンピュータからネットワークを介して接続する「リモート」の2つの方法があり 
ます。 

I n-O • 複数の Web ブラウザか5同時に制御しないでください。 

• ASMBE は操作する時 ly 州ま、閉じておいてください。 

使用している OS 、 およびブラウザ、カラースキームにより、説明中の画像が実際の画面と 
1^^ 異なる場合があります。 


どちらの方法においても、初めての起動ではセ羊ュリティのために r 証明書」を作成します。 
r 始めて□グオンする場合」をあらかじめ参照してセ羊ュリティの設定をしてください。 


始めて□グオンする場合 


初めて ASM 目 E を起動すると、セ羊ュリ 
ティの警告が表示されます。 

W 下の手順を行ってセキュリティに関する 
設定を行ってください。 

1. 「Examine Ce けげ icate ..」 をクリックす 

る。 

「Certificate Viewer 」 が開き証明書が表示 
されます。 

2 . 内容を確認した後、に lose ] をクリックす 

る。 

セキュリティの警告画面(こ戻ります。 


Unable to verify the identity of 127.0.0.1 as a trusted site. 

> Possible reasons for this error： 

- Your browser does not recognize the Certificate Authority that issued the site's certificate. 
- The site's certificate is incomplete due to a server misconfiguration. 

- You are connected to a site pretending to be 127.0 .0.1, possibly to obtain your 
confidential information. 

Please notify the site's webmaster about this problem. 


you willing lo lo accept inis 


[Examine Certificate...] 


irmanenti^^ 


lould examine this site's certificate carefully. Are 
l^^rthe purpose of identifying the Web site 127.0.0.1? 


广 Accept this certificate permanent^ 

【♦ Accept this certificate temporarily for this session 
C Do not accept this certificate and do not connect to this Web site 


r 


OK 


J Help J 


General | Details | 


m 


Could not verify this certificate for unknown reasons. 


Issued To 

Common Name (CM) 127.0 .0.1 
Organization (0) Adaptec, Inc. 

Organizational Unit (OU) ASM-BE Group 
Serial Number 77;38:A3：B3 

Issued By 

Common Name (CN) 127.0 .0.1 
Organization (0) Adaptec, Inc. 

Organizational Unit (OU) ASM-BE Group 
Validity 

Issued On 03/17/03 

Expires On 03/14/13 

Fingerprints 
SHA1 Fingerprint 
MD5 Fingerprint 


F9:67:4B:C5:C2:33:E2:C7:45:6B:FB:46:49:43:AC:93:8F:75:3A:DD 

63;30:18:56:7F:DC:32:A3:F7:EC:DC:07:7B:48:00:8D 


Help ( 。。" ク 


184 






































3. 証明書を受け入れる場合には [Accept 
this certificate permanently ] をチェック 
して [ OK ] をクリックする。 

—時的に受け人れる場合には [Accept 
this certificate temporarily for this 
session ] を チ： l 、 ソク して [ OK ] をクリ、ソク 
します。一時的(こ受け入れる場合には、 
次回□グオン時(こもセキュリティの警告 
が表示されます。 


Examine Certificate... j 
广 Accept this certificate permanently 
口 Accept this certificate temporarily for this session 
C Do not accept this certificate and do not connect to this Web site 


r 


OK 


じ(上でセキュリティに関する設定は終了です。 


□一カルから起動する 


「メインメニュー」一 r プ□グラム」一「シス 
テム」を選択し、 「Adaptec Storage 
Manager - Browser Edition 」 をク U 、ソク 
する。 

□グオン画面が表示されます。 


•L 励 



Authentication Configuration 
ゴプリンタ設定 
みサービス設定 

ーアプリケーション ► ユーザ巧巧 

f ユーティリティー ► ディスグ管理 

► >開発ツール ► パスワードをち 

♦ ゲーム ► Red Hat Network 

よ グラフィック * Update Agent Configuration 

-ー インタ _ ネット >0 Update Agent 

ィスク'リ—ンのロッグ 'なマルチがィァ►蜀インタ—ネット接赫々ィザード 
• が了 7卜 _ 乂 デスグトツプ設定 ►一 Network Device Control 

がク 3 I ■ システム ► ^ネットワーグ設定 


ザパネル 


’。ヘルプ 


—Adaptec Storage Manager - Browser Edition I 


上記の メ ニユーに 「Adaptec Storage Manager - Browser Edition 」 が存をしない場合は Mozilla 
Web ブラウザよりじ TF の URL をホ旨走:してくださし、。 

h け ps ://( IP アドレス）:35 13 /Adaptec 

例 ） Red Hat Enterprise Linux 3 AS EM 64 T の場合 、 Mozilla Web ブラウザは liTF のパスから起 
動できます。 

「メインメニュ ー 」一►「インターネット」一 ►「Mozilla Web ブラウザ」 


2. 名'フィールド(こ人力して、 [ Login ] をク 
リックする。 

[ Hostname ] フィールド(こは、管理する 
システムのホストちまたは IP アドレスを 
入力します。 

[ Username ] フィールドと 「 Password 」 
フィールドには管理するシステムの 
root . もしくは wheel グループに所属す 
る ユーザーを とそのパスワ ー ドを人力し 
ます。 


•L 励 


wheel グルー プ にユー ザを登録すること 
で の〇 似外の ユー ザーで ASMBE を操作 
することができます。 


system Login 


Hostname |l 曰 calh 曰 st 
Ussrnams I 
Password 


し Login ) 




I イシトラネット 


次 
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ij モートか 5 起動する 


g ; ASMBE を Mozilla 上で使用する場合の準備 

「ヒント ] Mozilla の設定:で JavaScript および Cookies が無効になっている場合、 ASMBE が正常に動作 

しないことがあります。じ TF の設をで JavaScript および Cookies を有効にしてから ASMBE 

を使用してください。 

1 . Mozilla の 「 Edit 」 の 「 Preferences ..」 をクリックし 、「 Privacy & Security 」-* TCookies 」 ダ 
イアログボックスを表示する。 

2. 「 Disable cookies 」 がチてックされている場合 、「 Enable cookies for the originating web 
site only 」 もしくは !" Enable all cookiesJ にチェックして Cookies を有効にする。 

3. 「 Advanced 」 一 「Scripts & Plugins 」 ダイアログボックスを表示する。 

4. 「 Navigator 」 にチェックを入れ、 [ OK ] をクリックし、 JavaScript を有効にする。 

5. 「 Allowscriptsto :」 の必下の項目にチェックを入れ、 [ OK ] をクリックし、スクリプトを 
許可する。 

— Open unrequested windows 
— Move or resize existing windows 
— Raise or lower windows 
— Hide the status bar 
— Change status bar text 
— Change images 
— Create or change cookies 
— Read cookies 

プロキシサーバを使用している場合は下記のようにプロキシサーバはバイパスしてくださ 

い。 

1 . Mozilla の 「 Edit 」 の 「 Preferences ..」 をクリックし、 「 Advanced 」-* TProxies 」 ダイアログ 
ボックスを表示する。 

2. rDirect connection to the Internet 」 がチェックされている場合は [ OK ] をクリックして終 
了する。 

3. [Manual proxy configuration 」 がチ：!：ックされている場合は 「No Proxy for :」 の欄に制御 
する ZCR / HostRAID の IP アドレスを入力し、 [ OK ] をクリックする。 


1 . Web ブラウザを起動する。 

2. ブラウザのアドレスじ制御する ZCR / HostRAID の IP アドレスを入力し、 < Enter > キーを押す。 

IP アドレスが r 1 0. 1 0. 1 0. 10」の場合は、 「 https ://10.10.10.1 0:351 3/ Adaptec 」 と入力してくだ 
さい。 

リモートシステムとのセッションが開設できたとき、 ASM 目 E の□グオン画面が表示されます。 

•L 画 

インターネットへのアクセスにプロキシサーバを使用している場合はプロキシサーバをバイパ 
スしてくださし、。設を方法は前述の「ヒント」を参照してください。 










3. 名'フィールドに入力して、 [ Login ] をク 
リックする。 

k 1 BROWSER EDITION 

a 



[ Hostname ] フィールド(こは、管理する 

System Login 


システムのホストちまたは IP アドレスを 
入力します。 

Hostname |HostRAID-l| 

Username | 


[ Username 」 フィールドと 「 Password 」 
フィールドには管理するシステムの 
root . もしくは wheel グループに所属す 
る ユーザーを とそのパスワ ー ドを入力し 
ます。 

Password | 


l Login J 

1 ^ 






1 1 宣厳イシトラネット 乂 


操作画面 

ASMBE の表示例をじ(下に示します(起動時にはじ(下のような画面を表示します)。 



ヘッダフレーム 
コント □ーラ情報行 


デバイスタブ 


ASM 目 E ウィンドウにはヘッダフレーム、コント□ーラ情報行、デバイスタブがあります。 

♦ ヘッダフレーム 

じ(下のボタンや操作中のシステムをを表示します。 

- [ Logout ] をクリックするとセッションは終了し、□グオン画面に戻ります。 

- [ Rescan ] はシステムのコンフィグレーションを再度読み a むために使用します。ア 
レイの作成後などは自動的に再ス羊ャンを実施しますが、システムと ASMBE の表示 
じ不整合があった場合はこの [ Rescan ] を行ってください。 

— [ Events ]、[ Option ]、[ Help ]、[ Properties ]. [ Tasks ] をクリックすると、新たに 
ウィンドウを開いて、を種設を変更、操作、詳細情報の表示を行うことができます。 
「イベント」、「ユーザインタフェースオプション」、「ヘルプ」、「プ□パティの表示と 
変更」、「タスクの作成と表示」でそれぞれの説明を行っています。 

• コント□ー ラ情報行 

ヘッダフレームの直後にコント□ーラのモデル番号を表示します。左端に [E]] ボタンが 
ある場合、このボタンをクリックするとこのコント□ーラの情報の表示を最ル化するこ 
とができます。 
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• デバイスタブ 


コント□—ラ情報に続いて 、 [Physical Devices 」 タブと 「Logical Devices 」 タブを表示し 
ます 。 「Physical Devices 」 タブには、コント□-ラに接続されたデバイスの情報を表示 
します 。 「Logical Devices 」 タブには、作成済みのアレイの情報を表示します。 

コント□-ラ情報行をクリックしてコント□-ラを選択すると、 [ Properties ]、[ Tasks ] がブ 
ルーからアンバーに変わります。このボタンをクリックすると新たにウィンドウが開いてコ 
ント□ーラのオプション仕様や詳細情報を表示することができます。 

マウスカーソルをデバイスアイコンやボタン上に合わせると、ヒントをポップアップ表示し 
ます。ボタンのヒントはそのボタンの機能を表示します。一方、デバイスのヒントはが力□的 
な情報を表示します。 

n-O • システムの状態と ASMBE の表示に不整合び起こる場台びあります。その場合は 
[ Rescan ] をクリックして ASMBE の表示を最新の状態にしてください。 

• システム起動時に、 ASMBE の GUI 画面でアレイのアイコンや八ードディスクのアイコ 
ンび Optimal であることを確認してください。アイコンび Optimal 似がの場合はハード 
ディスクドライブの交換び必要な可能性びありまず。ただし、アラート通報び行われな 
い場合があるため、保守員に連絡して八ードディスクドライブの交換を行ってくださ 
い。 

• De 呂 raded 状態のアレイの修復を行った後は ASMBE の GUI 画面でアレイのアイコンび 
optimal の状態になっていることを確認してください。通報されない場合があります。 


物理デバイス 

「Physical Devices 」 タブには ZCR / HostRAID に接続された八ードディスクドライブなどの 
デバイスに関連する情報を表示します。デバイスはチャネルごと、番号順に表示します。 
横化したデバイス、コント□ーラのチャネル数、最大転送能力をチャネルごとに表示しま 
す。 

チャネルまたはデバイスアイコンを選択すると、 [ Properties ] や [ Tasks ] がアンバーに変化し 
ます。この状態で、これらのボタンをクリックすると、新たにウィンドウが開いてデバイス 
やチャネルのオプション仕様や詳細情報を表示することができます。 


ホットスペア 

[亡远をクリックして、ホットスペアを設定することができます。ホットスペアは冗長ア 
レイの八ードディスクドライブが故障したときにこのアレイを保護するために使います。す 
なわち、冗長アレイの八ードディスクドライブが故障した場合、アレイを保護するために、 
ホ、ソトスペアにリビルドを行って、故障八ードディスクドライブの代替をします。 









表示 


「Physical Devices 」 タブには次の3つのビュー選択ボタンがあります。選択したビュー選択 
ボタンの色は他の2つのボタンよりも明るい青色になります。 

[回]テキスト記述による表示(デフォルトの表示です） 

[巨]]フルサイズの容量表示 

[巨]]相対サイズの容量表示 

表示が要約されている場合、どのビューの表示も同様です。ボタンをクリックして表示モー 
ドを変更した場合、黄色の矢巧がデバイス行の左端で点滅して、詳細表示への変更を促しま 
す。 

r テ丰スト記述による表示」で詳細表示を行うと、デバイスごとに u 下の情報を表示します。 
♦ デバイスの容量 
♦ デバイスの製造元やモデル番号 
• SCSI ID 

r フルサイズの容量表示」やけ目対サイズの容量表示」で詳細表示を行うと、それぞれのデバイ 
スの情報をバーで表示することができます。点線で囲まれた青い影の部分はアレイとして 
使っていない部分です。 


分 

冷 



点線で囲まれた青い影の部分 


〔フルサイズの容量表示] 〔相対サイズの容量表示] 

r フルサイズの容量表示」は容量に関わらずデバイスごとに同じ長さのバーを表示し、「ネ目対 
サイズの容量表示」は、容量をデバイスの容量に比例した長さのバーを表示します。どちら 
の場合も、アレイに使用している部分は、バーをグレイのセグメントで示しています。グレ 
イのセグメントを選択すると 、 「Logical Devices 」 タブにおいて、このセグメントがメンバ 
になっているアレイが強調表示になります。また、バーにルさな暗いグレイ表示の部分があ 
れば、そこは、予約された領域です。 
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デバイス表示の変更 


ASMBE を起動した直後の 「Physical Devices 」 タブの情報は「テキスト記述による表示」でデ 
バイスの情報を要約した表示です。この表示で、マウスをデバイスアイコン上に重ねるか、 
またはデバイスアイコン表示列の左端の[〇]をクリックすると、要約されて表示されていな 
い情報を表示ずることができます （[!>] をクリ、ソクすると、下図のような詳細表示になりま 
す)。 



[( C >] アイコンは八ードディスクドライブアイコンです。十シンボルが八ードディスクドラ 
イブアイコンに表示されていれば、この八ードディスクドライブはホ、ソトスペアの八ード 
ディスクドライブです。これ]: i 外のアイコンは他のデバイスを示しています。 


論理デバイス 

「Logical Devices 」 タブじはに reate ] と [ Delete ] があります。 

[ Create ] や [ Delete ] をクリ、ソクすると、アレイの作成やアレイの削除のためのそれぞれの 
ウィザードを起動することができます。詳細は r アレイの作成」や r アレイの削除」で説明しま 
す。 

「Logical Devices 」 タブにはこのコント日ーラに作成したアレイのアイコンを表示していま 
す。 


アレイアイコンの表示方法には要約表示と詳細表示の2種類があります。要約表示の場合 
は、それぞれのアレイの RAID レベルとホ、ソトスペアによる保護の有無を表示することがで 
きます。 

詳細表示の場合は、アレイのアイコンとその容量、名前、 RAID レベルを縱に並べて表示し 
ます。 























要約表示、詳細表示のどちらの場合もアレイのアイコンをクリックして選択すると、 w 下の 
項目がアンバーで強調表示になります。 

•「Physical Devices 」 タブに表示しているアレイを構成する八ードディスクドライブやセ 
グメント 

• ヘッダフレームの [ Properties ] と [ Tasks ] (このボタンをクリックすると、新たにウィンド 
ウを開いて、そのアレイのオプション仕様や詳細情報を表示することができます） 


P 


ファイルの漏まを）ま示^わ尉こ入り(直）ツづレのヘルプ祖） 

0，〇因 


アドレス屯） I 宴] https ：//192.168.1.1 0:351 3 /adaptec 


か 


百おか 


Properties fl Tasks 


翊 ada が ec 

ADAPTEC STORAGE MANAGER" 


120-0 ADAPTEC 2010 S . 48 0 MB 

/ Physical Devices \_ 


X Logical Devices \ 



View 1 T 1 S 1 S . 1 1 + Spare | 

la Create | X Delete | 


"抵 a Channel 0: 320 MB/s (5 devices found ) 

> なななな命 ' 

Top level logical devices (1) 




< 


I > 

をページびま示されました 

宣みインタ-ネット 


アレイの作成 

本装置に対して ASMBE を使ったアレイの作成はできません。 

U ビルドの実施 

リビルドは、電源を 0 FR こして新しい八ードディスクドライブじ交換した後、システムおよ 
び ASM 目 E を起動してホ、ソトスペアを作成することで、自動復旧させることです。 

八ードディスクドライブを交換する場合は、システムの電源を OFF じした状態で交換してく 
ださい （126 ページ参照)。また、交換する八ードディスクドライブは ASMBE 画面じて接続 
されている Port 番号を磕認してから実施することをお勃めします。 


■ I ： 容量の小さいアレイにがしてリビルドを実施しても Rebuild の表示が現れない場合がありま 

p =^ す。この場合、リビルドの終了確認は [ Events ] をクリックして表示されるイベントログにて 
' - ' 確認してください。 


JU 下の手順でホ、ソトスペアを作成し、リビルドを実施します。 


1. [Physical Devices ] クブの「 1 + spareH を 
クリ、ソク する。 

2. [Physical Devices ] タブ(こあるホ、ソトス 
ペア(こ設定するデバイスアイコンを選択 
する。 

3. [ Finish ] をクリックする。 


/ Physical Devices \ 


View|TlSl>| 


I + spare] 


Manage Spares: 

Step 1of 1:Select physical drives 

Click one or more physical drive icons below to create hot- 

spare drives. Click existing hot-spares to delete them. 


(Cancel l i Finish ^ 


(Advanced > ) 


U 基护 Channel 0: 320 MB/s (5 devices found) 

> ななな練命 


をパージがま示されました 
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ホットスペアの作成と削除 

ホ、ソトスペアの作成と削除の手順について説明します。 


ホットスペアの作成 

本装置でホットスペアを作成するのは、リビルドをする場合のみです。それじ(外の目的で 
ホ、ソトスペアドライブを作成することはできません。リビルドのためじホ、ソトスペアを実行 
する場合は、前ページの「リビルドの実施」を参照してください。 

n-O ホットスペアを作成する場台、似下の八ードディスクドライブは使用しないでください。ア 
レイび縮退が態の時にホットスペアを作成してもリビルドを開始しない場合びあります。 

• すでにアレイで使用している八ードディスクドライブ 

• パーテイシヨンが作成済みのノドディスクドライブ 


ホットスペアの削除 

W 下の手順でホ、ソ トス ペアを削除します。 

1. [Physical Devices ] タブの[区查互!]をクリ、ソクする。 

2. [Physical Devices ] タブにあるホ、ソトスペアを削除するデバイスアイコンを選択する。 

3. [ Finish ] をクリックする。 

削除が完了すると、デバイスアイコンに表示していた r 十」が消えます。 

アレイの削除 

W 下の手順でアレイを削除することができます。 

I n-O os のパーティシヨンび作成されているアレイを削除することはできません。また、本装置 

ではひとつのアレイのみび存在する設定のため削除はできません。 


1. [Logical Devices ] タブの [ Delete ] をク 
リ、ソク する。 



192 
















/ Physical Devices 


曲曰呂 I 


Delete Logical Devices: 

Step 1of 1: Select logical devices 

Click one or more top level logical devices to delete them. 

(Cancel ) ( Finish ) 

u 接护 Channel 0: 32D MB/s (5 devices found) 

> 000 <0 ■#' 


をページび表示されました 


イベント 

[ Events ] をクリ 、ソク するとサポートしているコント□ーラすベてのイベントメ、 ソ セージを表 
示することができます。 

[Event View ] タブでは JU 下の情報をイベントごとに表示します。 

♦ イベントが発生した時間 
♦ イベントの重要度 
♦ イベントメッセージ 

デフォルト ( All ) の場合はすべてのイベント ( Critica 版よび Warning 、 Informational ) を表示し 
ますが、ド□ップダウンリストで 「 Critical 」 または 「 Warning 」 を選択すると、それぞれのレべ 
ルのイベントだけ表示することができます。 

イベント□グをクリアするためにはウィンドウの下側にあるに lear Log ] をクリ、ソクします。 
イベント□グを保をするためにはに ave Log ] をクリ、ソクします。保存された□グファイル 
は Web ブラウザで閲覧できます。 

[Event Notification ] タブでは、イベント通知に関するさまざまな設をを行います。 

• System Log 

システム□グに追力□するレベルを設定します。デフォルトは All events です。 

• Popup Alerts 

ポップアップで警告するレベルを設ちします。デフォルトは None です。 

• Sound On 

ポップアップ警告の際、警告音を鳴らす場合はチェックボックスをチェックします。デ 
フオルトはチェックされていません。 



2. [Logical Devices ] タブの削除するアレイ 
を選択する。 

3. [ Finish ] をクリックする。 


4. 確認ダイア□グボックスで [0 K ] をクリッ 
クする。 
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• E-mail Alerts 


E-mai 瞄報はサポートしていません。システムイベント□グのメッセージ通報について 
は、 ESMPRO/ServerAgent のアラートマネージャを使用してください。 

[Event Notification] タブの System Lo 呂と Popup Alerts の設定は変更しないでくだ 
さい。 


ASMBE のイベントログに、毎日 AM2:00 台に下記のメッセージが登録されることがありま 
す。 

Informational [IOM0032] Test all spares started 
Informational [IOM0005] No spares available to test 
運用に影響はありませんので、これらのメッセージは無視してください。 


ユーザーインタフエースオプション 

[Options] をクリックすると、 ASMBE の ユーザ インタ フエー スを変更することができます。 
変更はド□ップダウンリストから選択することで有効になります。 

W 下の項目を変更できます 

• Back 呂 round Update Frequency 

ASMBE の表示の更新間隔を変更します。デフォルトは30秒で、他に15秒、1分、5分が 
選択巧能です。 

• Highlight on Mouseover 

ASM 目 E 画面のアレイまたはデバイス、チヤネル、コント□ーラのアイコンにマウスカー 
ソルを位置させると、このアイコンをアンバー色の枠で囲って表示することができま 
す。 

Yes: 有効(デフォルト） 

No: 無効 

• Popup Tool Tips 

マウスカーソルを移動させ、デバイスまたはボタンの上にカーソルを位置づけたとき 
に、ポップアップで情報を表示することができます。ボタンの場合は、そのボタンが持 
つ機能に関する情報を表示します。デバイスの場合は、追力□情報を表示します。 

Delayed: 短時間の遅延の後に情報を表示します(デフォルト） 

Off: 機能を無効じする 

Immediate: ただちにポ、ソプア、ソプを表示する 


ヘルプ 

[Help] をクリ、ソクすると 「This Application」 のタブを持つウインドウが開きます。 

「This Application」 タブでは、アプリケーシヨンのパージョンやを前についての情報を表示 
します。 



[ヒント I 







プ□パティの表示と変更 

ASMBE の画面上でデバイスなどの詳細情報を [ properties ] をクリ、ソクして表示することがで 
きます。コント□-ラやチヤネル、デバイス、アレイのアイコンを選択し、 [ Properties ] を 
クリックすると、それぞれの詳細情報を表示します。 

[ Properties ] がアンバー表示のときにこのボタンをクリックすると、新たなウィンドウが開 
いて、選択した項目についての詳細情報やオプションを表示することができます。 
[ Properties ] が青色表示のときにこのボタンをクリ、ソクすると、接続しているシステムのホ 
ストをを表示することができます。 

変更可能フイールドを選択したときは、 [ Apply ] や [ Cancel ] が表示されプ□パティを変更す 
ることができます。 


コント□ーラプ□パテイ 

コント□—ラを選択し、 [ Properties ] をクリックすると 、 fController Info 」 や 「 Details 」 の夕 
ブから構成されるウィンドウを表示します。 

• Controller Info タブ 

選択したコント□-ラの]: i 下の情報を表示します ( ZCR / HostRAID によって表示される 
項目は違います）。 

Model : 

serial number ： 

Host bus : 

Memory Size : 

Cache Size : 

# channels : 

# Ports : 

♦ Details タブ 

このコント□ーラのコンポーネントの]: i 下の情報を表示します。 

Kernel Version : コント□ーラが動作するためのソフトウェアのバージヨン 

Hardware Version : コント□ーラ八ードウ ェアの バージ ヨン 

Processor ： プ□セ、ソサのタイプ 


チャネルプ□パテイ 

チャネルを選択し、 [ Properties ] をクリ、ソクすると W 下の情報を rChannel Info 」 タブに表示 
します。 

Channel Type : SCSI または ATA などのチャネル種別 

Max Data Rate : このチヤネルの最大転送能力 （320 MB / S など） 


コント□ーラのモデル番号 

コント□ーラを識別するユニークな番号 

コント□ーラが接続されているバスの番号と形式 

メモリのサイズ 

车ヤツシュのサイズ 

コント□ー ラのチヤネルに CSI または ATA ) 数 
コント□ーラのポート数 
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物理デバイスプ□パティ 


デバイスを選択し、 [ properties ] をクリックした場合は 、 「Drive Info 」 および 「 Capacity 」、 
rS.M.A.R.T 」 タブがきのウィンドウでじ(下の情報を表示します。 

• Drive Info タブ 

Status 

Type : 

Product : 

Vendor : 

Revision : 

Data Rate : 

SCSI ID 、 LUN : 

• Capacity タブ 

八ードディスクドライブの場合に 「 Capacity 」 タブを表示します。八ードディスクドライ 
ブの総容量や 「 Reserved 」、「 Used 」、「 Available 」 などの状態を表示します。容量は512 
バイトブ□、ソクの数 (10 進数と16進数の両方で表示)とキ□バイト、メガバイト、ギガバ 
イトのいずれかの容量を表示します。 

「 De ね iled 」 を選択すると、八ードディスクドライブのすべてのセグメント情報を表示し 
ます。この表示は、 W 下の情報をそれぞれのセグメントごとに表示します。 

-セグメント番号 
-開始と終了のブ□ック 
-セグメントサイズとタイプ 

タイプはセグメントの使われ方を示します。最初と最後のセグメントはいつも予約済み 
です。八ードディスクドライブの先頭にはコント□ーラの RAID シグネチヤを格納してい 
ます。八ードディスクドライブの終了は100メガバイト単位に丸められた容量です。 

セグメントがアレイのコンポーネントの場合、そのアレイレベルを示します。セグメン 
卜がアレイの使用領域でも予約領域でもない場合は、 「 Available 」 と表示しています。 

詳細な表示は10進数でセグメントの開始と終了ブ□ック番号を表示しますが、ド□ップ 
ダウンリストの選択によって16進数または容量のどちらかの番号表示に変更することが 
できます。 


デバイスの状態を表示する。状態は、 Optimal (正常)、 Failed (故 
障)、 SMART 、 Warning (警告)で表示 
Disk Drive 、 CD - ROM 、 Scanner 、 Printer などのようなデバイ 
スのクラスを表示 

製造元によってデバイスに与えられた製品を 

このデバイスの製造元 

このデバイスのバージョン番号 

このデバイスがサポートしている最大転送スピード 

SCSI チヤネルの場合 SCSI ID とデバイスの LUN 


• S.M.A.R.T タブ 

SMART 障害断を通報をサポートしている八ードディスクドライブについては、このタブ 
で(下を表示します。 

Enable : このデバイスで SMART 報告が有効/無効を示す。 

Predictive Failure Occurred : このデバイスで障害報告が行われたか否かを示す。 




論理デバイスプ□パテイ 


論理デバイスアイコンを選択して、 [ properties ] をクリックすると 、 「Logical Device Info 」 
タブ付きのウィンドウを表示します。 

• [Logical Device Info 」 タブ 

「Logical Device Info 」 タブには JU 下の情報を表示します。 


Status 


Name : 

Type : 
Capacity : 
Stripe bize : 
Hot Spare : 

Logical Drive #: 


アレイの状態を表示する。状態は Optima I (正常）または 
Degraded (縮退）、 Offline (オフライン）、 Failed (故簡で表示し 
ます。 

アレイのを前を表示します。このフィールドは変更巧能です。 
選択したアレイのボリュームタイプまたは RAID レベル。 
アレイの容量。カッコ内にブ□ック数を表示します。 

選択したアレイのストライプサイズ。 

選択したアレイにホ、ソトスペアが割り当てられているかを示し 
ます。 

選択したアレイにコント□ーラによって割り当てられた番号。 
この番号は、コント□ーラによってのみ使われます。 


タスクの作成と表示 


[ Tasks ] をクリ、ソクすると 「Task Viewer 」 と 「New Task 」 の2つのタブを持つウィンドウを表 
爪します。 

• [T ask Viewer 」 タブ 

システムや選択したコント□ーラ、チャネル、アレイ、八ードディスクドライブに対す 
る現在動作中のタスクやスケジュールされたタスクの詳細を表示します。 

•「New Task 」 タブ 

アレイの新しいタスクを作成することができます。タスクをすぐに実行するか、スケ 
ジュールした時間に実行するかを選択できます。作成可能なタスクは 「 Verify」、「Verify 
with Fix 」、 rClearJRebuild 」 です。それぞれのタスクに対する機能は t (下とおりです。 
ZCR や HostRAID の違いによって表示されないタスクもあります。 

Verify : データの整合性のテストを行います。不整合が見つかっても、 

修復しません。 

Verify with Fix : データの整合性のテストを行います。不整合が見つかった場 

合、修復します。 

Clear : アレイ上のすべてのデータをクリアします。クリアを実施する 

と、クリア前のデータに回復することはできません。 

I n-O Clear の実行中にシステムをシャツトダウンしないでくだ 

さい。 


Rebuild : 


手動でリビルドを実施します。 
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タスクの作成はアレイについてのみ巧能です。チャネル、コント□ーラ、システムにつ 
いてタスクを選択すると、関連するすべてのタスクが表示されます。 


ただし、ここでスケジュールされたタスクは、一度実行されるとタスクから消去されま 
す。冗長性のあるアレイには、を期的に週に1回程度、 Verify を行うことを推奨します。 
Verify を定期的に行うじは、専用の Verify スケジューリングツールを使用します。詳しく 
は、 「 Verify のスケジュールの設を」の説明を参照してください。 


Verify のスケジュール設定 

Verify スケジューリングツール ( HrVerify ) は、 0 S の cron 機能を利用して動作します。 

Verify スケジューリングツール ( HrVerify ) は、ダウンロードしたファイルを使ってくださし、。 

IWI 

1. HrVerify コマンドの適用 

① UnuxHrVerify . zip を任意のディレクトリ(こ〕ピーする。 

② #unzip UnuxHrVerify . zip で、解凍する。 

③ HrVerify コマンドが解凍されるので、 / usr / bin 配下にコピーする。 

通常のコマンド起動で、使用可能です。 

2. Verify スケジュールの設定 

コマンドのスケジュールは、 crontab の設定をしてスケジュ ー リングをします。 

[crontab 設定] 

# c 「 ontab - e を、ターミナルから入力します。 

コマンド入力後、エディタが表示されるので]: i 下のようにスクリプトを編集します。 
( W 前に、登録した場合は前に登録されたイメージが化力されます） 

スクリプトの記述： 

SHELL =/ bin/bash 

path 二/ sbin :/ bin :/ us 「/ sbin :/ us「/bin 

MAILTO 二 root 

HOME 二/ 

[分]蹄副旧][月]帽日] / usr / bin/HrVerify all [修復属性] 

上記の記述後、":"を押して" wq " で登録を終了してください。 

[パラメータ設定] 

[分]愤副旧][月]曜日]は、数きで入力します。 

■: 指をしない項目は、を入れることでスケジューリングされません。 

IWI 










[曜日]は、じ(下の数字で設定します。 

" 0 " 二日曜日， " 1 " 二月曜日，" 2 "二义曜日，"3||二水喔日，11411二木曜日，"5||二金喔日，" 6 "二±曜日 

[修復属性]は、 W 下の"- Fix " または"- NoFix " を入力します。 

- Fix : Verify with Fix を指定。データの不整合を橫化した場合、修復を試 

みるモード。（推奨値） 

- NoFix : Verify with No Fix を指定。データの不整合をお化しても修復しな 
いモード。 

(例 1) 毎日02:00に Verify を " Verify with Fix " のモードで自動実巧する。 

0 2 * * * / usr / bin/HrVerify all -Fix 

(例 2) 毎週水曜日の14:00じ Verify を " Verify with No Fix " のモードで自動 

実行する。 

0 14**3 / usr / bin/HrVerify all -NoFix 

• [修復属性]に何も指をしなければ、デフォルトで"- Fix " が設をされます。 

I ヒント I • この[修復属性]の各オプションはそれぞれ、前述した ASMBE の「 NewTask 」 
タブから設をできる "Verify with Fix " および" Verify " と同一の処埋を行いま 
す。 

• この Verify スケジユーリングツールによる Verify with Fix および Verify with 
No Fix 処理結果のログは 、 ASM BE ログファイルを参照してください。 


[設定されているパラメータの表示] 

# c 「 ontab - l を、ターミナルから入力します。 

[設をされているパラメータの削除] 

# c 「 ontab -「 を、ターミナルから入力します。 

3. スケジュールの起動方法 

上記、コマンドスケジュールの登録が終了した時点で cron を起動します。 

[ cron の起動] 

#/ etc / rc . d / init . d/crond start を、夕ーミナルから入力し起動します。 

[ cron の停止] 

#/ etc /「 c . d / init . d / c「ond stop を、夕ーミナルから入力し停止します。 

[ cron の再起動] 

#/ etc /「 c . d / init . d / c「ond restart を、夕ーミナルから入力し再起動します。 

[ cron の状態磕認] 

#/ etc /「 c . d / init . d / c「ond status を、夕ーミナルから入力し磕認します。 

■: システム負荷の低いタイミングを見計らって接続されるすべてのアレイをが象にを期的に 

1 ^^ Verify を行うことを強く推奨します。 Verify を行うことにより、アクセス頻度の低いファイ 

' - ' ルや未使用領域の後発不良を早期に発見することができます。故障などによるハードディス 

ク交換時のリビルドで、残りのハードディスクで後発不良が発見された場合、システムは復 
旧できないため、 Verify による早期発見は、予防保ずとして非常に効果があります。を期的 
に実施することで、システムの安をした運用を保つ効果があり、週に1回は実施していただ 
くことを強く推奨します。 
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通報監視について 


RAID に関するイベント通報を ESMPRO / Ale け Manager 、 ESMPRO / Se 「 ve 「 Manage 「を 
使つて監視を行うことができます ( Windows のみ使用可能)。 


ESMPRO / ServerManageKVX 卜ール後、下の手順で設をを行ってください。 


1. 「 ASMALRTJ . EXE 」 を起動する。 

rASMALRTJ . EXE 」 は本装置に添がのバ、ソクアップ CD - ROM の r ¥ nec ¥ UnLix¥ASM 目 E ¥ HostRAID 」 
じあります。 

2 . [はい]をクリックする。 

[いいえ]をクリックすると、設定をせず 
(こ終了します。 



3. [0 K ] をクリックする。 

4. システムを再起動する。 
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アラート通報メッセージと処置 


ASMBE をインス I -ールした直後は下記のメッセージを通報対象として設ちします。この設 
定を変更する場合は、 ESMPRO / ServerAgent の通報設をでを義し直してください。 

下表の EventID は10進数です。マネージャの列の「〇」巧は£51\/^1^0/56「ソ6「1\/|311396「への 
通知を示しています。 「 Alive 」 の列の「〇」巧はエクスプレス通報サービスへの通知を示してい 
ます。メッセージの％1などは埋め込み文字です。 


Event 

ID 

メッセージ 

処置 

マネー 

ジャ 

ALIVE 

8204 

Member is down on array "961" 
〔bus 二962, ch 二963, id 二 964] 

物理デバイスに障害がないか磕忍してくださし、適切な対処後、 
再度、リビルドを実施してください。 

〇 

〇 

8205 

Member is missing on array "%!" 

物理デ'バイ スゃヶーブ J レに障害がないか確認してください。 

〇 

〇 

8206 

Array "961" is off - line ; member 
failed 

物理デ'バイスやケースレに障害がないか確認してください。 

〇 

〇 

8207 

Array "%1" is off-line 

物理デバイスやケースレに障害がないか確認してください。 

〇 

〇 

8210 

Reconstruct started on array 

なし 

〇 

X 

8211 

Reconstruct completed on 
array % r 

なし 

〇 

X 

82に 

Reconstruct aborted on array 
"%1" due to I/O error 

物理デバイスやケースレに障害がないか確認してください。適切 
な対処後、再度、リビルドを実施してください。 

〇 

〇 

8215 

Verify aborted on array "%1" 
due to I/O error , no 
miscompares 

物理デバイスやケースレに障害がないか確認してください。適切 
な対処後、再度、リビルドを実施してください。 

〇 

〇 

8217 

Initialize aborted on array "%1" 
due to I/O error 

物理デ'バイスやケースレに障害がないか確認してください。 

〇 

〇 

8225 

Scheduled Verify deleted on 
array % r 

対象のアレイが RAID 1または10か確認してください。物理デ'バイ 
スがフェイル状態かを髓忍してください。 SCSI エラーが報告され 
ていないか5を認してください。アレイの状態を確認してくださ 
い。 

〇 

〇 

822マ 

Array % r is critical 

物理デバイスに障害がないか磕忍してくださし、適切な対処後、 
再度、リビルドを実施してください。 

〇 

〇 

8237 

Reconstruct failed to start on 
array "96 r due to I/O error 

物理デバイスの接続状況や物理デバイス、ケーブルに障害がない 
か確認してください。障害を取り除いてからリビルドを実施して 
<ださぃ。 

〇 

〇 

8240 

Array "961 "is now fail-tolerant 

なし 

〇 

X 

8245 

Update of array drives failed 
after Initialize 

物理デノ\'イスに障害がないか磕忍してくださし、適切な対処後、 
再度、 initialize を実施してください。 

〇 

〇 

8248 

Scheduled Reconstruct failed to 
start on array % 1" 

物理デ'バイスやケー：7''ルに障害がないか確認してください。障害 
を取り除いてからリビルドを実施してください。他のリビルドが 
動作している場合はその完了を待ってください。 

〇 

〇 

8249 

Scheduled Verify failed to start 
on array % r 

物理デ'バイスやケー：7''ルに障害がないか確認してください。障害 
を取り除いてからリビルドを実施してください。 

〇 

〇 

8259 

Reconstruct is scheduled for 
array % r 

なし 

〇 

X 

8270 

Verify task failed to start on 
array % r 

物理デ'バイスやケ ー：/ ルに障害がないか確認してください。障害 
を取り除いてからリビルドを実施してください。 

〇 

〇 


システムの拡張と n ンフイグレ—シヨン 
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Event 

ID 

メッセージ 

処置 

マネー 

ジャ 

ALIVE 

8281 

Dedicated spare [ bus 二962， 
ch 二％3, id 二％ 4] not functional 
on array % r 

物理デバイスを交換し、ホ、ソトスペアを作成して<ださい。 

〇 

〇 

8284 

Array "%1 " is still critical 

□グをチェックし、 PS 題が発生している物理デバイスの有無を確 
認してください。 

〇 

〇 

8325 

Verify aborted on array "961" 
due to I/O error with %2 fixed 
miscompares 

物理デノ\イスやケーブ J レに障害がないか確認してください。障害 
を取り除いてからリビルドを実施してください。 

〇 

〇 

8336 

Recovered error : SMART event 
received for array "%1" 

〔bus 二 962， ch =963, id 二 964 
lun 二 96 司 

物理デバイスが故障していまず、該当物理デバイスを交換してく 
ださい。 

〇 

〇 

8337 

Recovered error : SMART event 
received for device [ bus =%1, 
ch =%2, id =%3 lun 二 964] 

物理デバイスが湖璋していまず、該当物理デバイスを交換してく 
ださい。 

〇 

〇 

8340 

I/O error aborted Verify array 
"961 "，unfixed miscompares 二 962 

物理デバイスに障害がないか髓忍してください。適切な対処後、 
再度、リビルドを実施してください。 

〇 

〇 

8363 

Running Auto Reconstruct 

なし 

〇 

X 

8365 

Device 〔 bus 二％ 1 ， ch 二％2, id =%3, 
lun =964] is down 

デバイスやディスク崖体をチェ、ソクし、故障の場合は交換してく 
ださい。 

〇 

〇 


アンインス I ル 


n-O ASMBE のアンインス I ルは root 権限を持ったユーザーで行ってください。 

1. インストール時(こ展開したファイルがあるディレクトリに移動し、インストールコマンドを実行 

レま寸〇 

#./ins ね smbe -e 

2. 最後に JU 下のメッセージが表示されていることを確認する。 

Uninstallation Complete 



インス!ル時に展開したファイルを既に削除してしまっている場合は、再度、「インス! 
ル」の手順1〜2を行ってください。 


W 上で ASM 目 E のアンインス I -ールは完了です。 
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